
 

令 和 ６ 年 

みえ高校生県議会  会議録  

令和６年８月 21 日（水）  

〔午前 11 時 40 分開会〕  

 

     開       会        

 

〇三重県議会副議長（小林正人）  

ただ今から、みえ高校生県議会のオー

プニングを始めます。  

私は三重県議会副議長で、広聴広報会

議の座長を務めております小林正人でご

ざいます。本日の全体の進行役を務めさ

せていただきます。どうぞよろしくお願

いいたします。それでは初めに、稲垣昭

義三重県議会議長よりごあいさつを申し

上げます。  

      議長あいさつ        

 

〇三重県議会議長（稲垣昭義）  

皆さん、こんにちは。ご紹介いただき

ました三重県議会議長の稲垣昭義です。  

本日は、みえ高校生県議会にご参加い

ただきまして、本当にありがとうござい

ます。  

皆さんの中には、もう既に選挙権を持

っているという方もいるのかも分かりま

せんけれども、なかなか選挙権を持って

いても、例えば県議会というのはどうい

うことをやっている場所なんだろうとか、

あるいは県議会議員って何やっているん

やろうとかということを、普段あまり考

えることもないと思いますし、そしてま

た、実際何やってるんだろうなという感

じで思っている方もたくさんみえるんじ

ゃないかなと思います。もしかしたら、

この県議会の議場というのは、皆さんに

とって遠い場所なのかも分かりません。  

しかし、今回、皆さんが高校生議員と

していろいろ県の課題って何があるんか

なとか、あるいはこういうふうにしたら

もっとよくなるん違うかなとか、いろん

なことに関心を持って調べたり、あるい

は人に聞いたりしながら質問を作ってい

ただきました。あるいは提案を作ってい

ただきました。そういうことをすること

で、あっ、県ってこんなことやるところ

なのかとか、県議会の場所ってこういう

ことを決める場所なんかなというのを、

少しは身近に感じていただけたのかなと

思います。  

今日は、このみえ高校生県議会という



 

場所を用意させていただきまして、皆さ

んにこうやって来ていただきました。し

かし、普段も我々県議会議員は、例えば

皆さんが通学するときに駅に立って、ビ

ラ配っている人はいたりすると思うんで

すね。よく見ると県議会議員やったりし

ます。私も実は配ってます、いろんなと

ころで。ただ、なかなか受け取ってもら

えないんですね。そうすると、今回、参

加していただいた皆さんは、あっ、県議

会議員が配っておるんやな、一遍取って

みようかと。この人何考えてるんやろう

なというのを、ちょっと１枚取ってみる

だけでも、皆さんが政治を身近に感じて

いただく機会になるのかなと思っていま

す。  

そしてまた、私たちは街頭に立ったり

とかいろんな会合へ行ったりだとか、皆

さんの身の回りの、例えば地域の活動に

参加したりだとかしながら、皆さんから

いろんな声を聞かせていただいています。

そういった声を聞かせていただいたこと

がここで物事を決定していくということ

をぜひご理解いただいて、これから皆さ

んはいろんなところで県議会議員を見つ

けたら話しかけてみてください。そのこ

とを今日はぜひお願いしたいなと思いま

す。  

最後になりますけれども、関係者の皆

さん、そしてまた、引率いただいた先生

方、これまでご協力、ご尽力いただきま

して本当にありがとうございます。この

ような形で参加いただいた多くの皆さん

に、関係者の皆さんに、その段取りをし

ていただいた方に、感謝を申し上げたい

と思います。  

それでは、高校生県議会、これから昼

から始まりますので、皆さんの質問を楽

しみにしてますので、どうぞよろしくお

願いいたします。今日は本当にどうもあ

りがとうございます。（拍手）  

 

〇三重県議会副議長（小林正人）  

続きまして一見勝之三重県知事よりご

挨拶をいただきます。  

 

      知事あいさつ         

 

〇知事（一見勝之）  

改めまして、皆さんこんにちは。三重

県知事の一見勝之です。  

 今日はお隣の行政府であります三重県

庁から、先ほど議長がごあいさつされま

したけれども、この三重県議会議事堂の

ほうにお邪魔をしております。  

 高校生の皆さん、三重県好きですか。

日本は好きですか。日本が好きで三重県

が好きなら、ぜひ政治に関心を持ってい

ただきたいと思います。三重県が嫌いで



 

すか。日本が嫌いですか。嫌いなら、ぜ

ひ政治に関心を持っていただきたいと思

います。嫌いということは、どこか変え

なあかんな、私らこれちょっとおかしい

と思うわというところがあるんですよね。

それを変えるのは政治なんです。  

 今日は皆さんに、二つお話をさせてい

ただきたいと思います。一つは、政治、

それは何なのかという、ごく簡単にです

けどね。それからもう一つは、政治家に

なりたいと思っておられる方にもお話を

させていただきたいと思います。  

 １点目、こんな言葉聞かれたことあり

ますかね、「権利の上に眠る者は保護され

ない」。これは恐らく皆さん、これから高

校を卒業されて、次のステップに進まれ

るときに勉強されるかもしれません。法

律を勉強すると、この話は必ず出てきま

す。民法という法律の中に消滅時効、時

効というのは聞いたことあると思います。

よく犯罪を犯して、何年で罪に問われな

くなるみたいな話なんですけど、民法に

も同じ話があって、契約をしただけ、し

っ放しで請求とかしないとその請求権と

いうのはなくなってしまうという話なん

ですけど、それでよく言われるのが、「権

利の上に眠る者は保護されない」。  

 これ実は、政治も一緒です。若い人、

これどこの国でもそうなんですけど、若

い人は政治への関心が割と薄い傾向があ

ります。例えば令和３年に衆議院の選挙

がありました。三重県でいうと、全体で

は投票率は 56％です。ところが 18 歳、

19 歳の投票率は 34％、差が 21％ありま

す。令和４年の参議院ではちょっと差が

縮まりましたけど、全体で 52％、41％が

18 歳、19 歳、11％の差があります。  

 こういう差があって、若い人はなかな

か政治行動、政治って何かよう分からん

しみたいな話になるんですけど、スウェ

ーデンとかデンマークは、投票率って

85％なんです。何でなんかなというと、

主権者教育というのを中学校とか高校で

やっているんですよ。これから日本もや

っていかなあかんと思うんですが、何や

っているかと、模擬選挙をやったりして

います。そういうことをやると、政治へ

の関心が高まっていくんですけど、さっ

き言いましたけど、実は自分たちが行使

できる権利があるんです。投票もそうで

す。それを行使しないと、皆さんの意見

というのは政治の場に反映されません。  

 政治って何かというと、物事を決める

ことです。自分らと違う考えの人に違う

ことを決められたら困るじゃないですか。

自分たちはこうしたいということをやっ

てくれる人に投票する、これが大事とい

うことです。今は若い人があまり参加さ

れないので、私らみたいな高齢者にとっ

て有利な政治が行われている部分もあり

ます。そこをよく考えていただきたい。

だから、政治に参加していただきたいと

いうことが１点です。  

 次に、先ほど議長があいさつされまし

た。議長は 25 歳で政治を志されました。

非常に立派な方でありますけど、政治の



 

道に進みたいと思っている方がこの中に

おいでになるかもしれません。政治とは、

先ほど言いました物事を決めることです。

物事を決めるということは、半分の人に

は支持されるかもしれないけど、半分の

人にはめちゃくちゃたたかれます。大変

ではあります。大変ではありますけど、

誰かがやらなきゃいけないことなんです。

崇高な使命、仕事であります。ぜひ皆さ

ん、志しておられるならその志を持って、

これからも持ち続けて、そして政治家に

なっていただきたいと思います。とても

大事な仕事であります。  

 それから、これから皆さんは三重県の

中で勉強されて、三重県で就職される方

もおられるかもしれません。三重県の外

に出られて勉強されて、三重県の外で就

職される方がおられるかもしれません。

三重県に生まれて育った皆さんですから、

三重県に対する好き嫌いは別にして、愛

着はあると思います。ずっと三重県にい

てくださいということは言いません。三

重県から外に出て勉強されて、三重県に

帰りたいと思ったら、ぜひ帰ってきてい

ただきたい。あるいは外でご活躍をされ

て、そのときも三重県に生まれて育った

ということをぜひお忘れなく、三重県を

外から応援していただきたいと思います。

外の経験も大事です。三重県のことをよ

り知ろうと思ったら、三重県から外に出

て眺めることが大事です。日本のことを

より知ろうと思ったら、外国で働いて外

国から三重県ないし日本を眺めることが

とても大事です。そういった経験をぜひ

していただきたい。この２点を今日、私

のほうからお話をさせていただきたいと

思います。  

 この後、ご質問されると思います。ど

うかびしびし厳しい質問をしていただき

たいというふうに思います。日頃、私も

厳しいご質問をいただいておりますので、

ぜひ皆さん方も今日は厳しい質問をして

いただきたいと思います。今日は１日楽

しんでいってください。そして、勉強し

ていってください。（拍手）  

 

      参加者の紹介        

〇三重県議会副議長（小林正人）  

知事、ありがとうございました。  

次に、本日参加いただきました高校生

議員の皆さん、各常任委員会の委員長、

主催者であります広聴広報会議委員、そ

して、教育長および環境生活部長をご紹

介いたします。順番にご紹介しますので、

名前を呼ばれましたら、ご起立願います。 

それでは、事務局から紹介願います。  

〔事務局から１人ずつ紹介〕  

 

〇三重県議会副議長（小林正人）  

ありがとうございました。  

以上でオープニングを終わり、13 時ま

での間、休憩といたします。  

 

〔休憩〕  

 

 



 

    各校の質問および答弁      

〇三重県議会副議長（小林正人）  

それでは、いよいよ高校生県議会を開

会し、高校生議員による県政に対する質

問を行っていただきます。  

会議を進める上では、さまざまな決ま

り事がありますので、高校生議長が議長

席に着かれた後は、私が隣の事務局長席

で高校生議長をサポートさせていただき

ます。  

それでは、伊勢高等学校、安西新奈議

長、議長席にお着き願います。  

 

〇議長（安西新奈）  

 

伊勢高等学校、安西新奈です。よろし

くお願いします。ただ今から、みえ高校

生県議会を開会いたします。直ちに会議

を開きます。日程第１、県政に対する質

問を行います。通告がありますので、順

次発言を許します。  

 

紀  南  高  等  学  校  

〇議長（安西新奈）  

紀南高等学校、２番、中村沙耶議員、

３番、中村優香議員。  

 

〇紀南高等学校   

現在、私たちＪＲＣ（青少年赤十字部）

は、赤十字の理念である人道の実現を目

指し、ＡＥＤを用いた心肺蘇生や、急病、

けがの手当ての学習のほか、骨髄バンク

の推進や福祉施設への車椅子の寄贈など

のボランティア活動を行っています。  

さて、私たちの先輩は、２年前のみえ

高校生県議会で、地域の防災・減災につ

いて質問をしました。その答弁で担当の

常任委員長から、Ｍｙまっぷラン＋（プ

ラス）という各自が考える避難計画を基

に、地域全体の避難計画を策定する取り

組みがあることをお聞きしました。私た

ちもこれを基にタウンウォッチングを行

い、本校の津波避難計画の見直しを行い

ました。その結果、県道を横断する避難

ルート上に横断歩道がなかったり、避難

場所が使用できなかった場合の二次避難

場所の想定がなかったりするなど、多く

の課題が見つかりました。このように避

難の際の課題を見つけることができる素

晴らしい取り組みであるＭｙまっぷラン

＋。私たちはこの取り組みをほかの多く

の地域でも行ってほしいと考えています。 



 

ここで一つ目の質問です。現在の県内

におけるＭｙまっぷラン＋の活用状況と

普及のための対策をお教えください。  

ところで、私たちの高校周辺の津波浸

水深をご覧ください。  

 

これは、Ｍｙまっぷラン＋ポータルサ

イトに掲載されていた資料です。本校に

は、理論上最大２メートルから５メート

ルの津波が、最短 15 分から 20 分で到達

します。この赤い場所が、２から５メー

トルの津波が来る場所です。私たちは津

波からの避難のために、絶対に県道を横

断しなければなりません。紀南高校と書

かれたすぐ上の場所が横断場所です。  

 

しかし、先ほど述べたように、最短避

難ルート上には横断歩道がありませんで

した。  

ところで、この県道は令和３年度全国

道路・街路交通情勢調査によると、平日

の昼間、12 時間の交通量は 655 台と決し

て多くはありません。  

 

一方で、本校から約１キロのところに

地域の避難場所に指定されている総合病

院があります。そこに至る道は２本あり

ます。写真をご覧ください。  

 

 

しかし、このように広いとは言えず、

震災時、家屋やブロック塀の倒壊や渋滞

などで避難が滞ることが予想されます。

その際、海岸部から山間部に向かう２車

線道路である紀南高校前の県道へ避難の

車が殺到し、横断に危険が伴うというこ

とを考慮しなければならないと考えます。 

また、私たちはこの秋に地域創造学と

いう授業を選択している３年生の先輩方



 

と協力し、生徒が企画、運営をする全校

津波避難訓練を実施する予定です。なお、

この避難訓練は、全校生徒への事前連絡

なしで行うため、どうかここだけの話に

しておいてください。そして、この避難

訓練のため、県道横断の件を地元の警察

署に相談したところ、緊急時を除き、安

全のためには横断歩道を渡るようにと言

われました。結局、避難訓練では本来の

最短ルートではなく、横断歩道を渡るた

めに 200 メートルも避難ルートを迂回す

ることになりました。この矢印のように

遠回りをしなければならなくなっていま

す。  

 

このまま横断歩道がなければ、ずっと

現実的な避難訓練ができない状態が続き

ます。今後、私たちは地域を巻き込んで、

横断歩道設置に向けた活動を行っていく

予定です。  

 ここで、二つ目の質問です。県内のほ

かの地域でもＭｙまっぷラン＋などを活

用して、避難計画を策定したり見直しを

行ったりした結果、私たちのように避難

の際の課題が見つかる場合があると思い

ます。そのようなとき、安心・安全な避

難を実現するため、県としてはどのよう

な対応を行っていかれるおつもりなのか

お聞きしたいと思います。  

以上、２点についてご回答をお願いい

たします。  

 

〇防災県土整備企業常任委員長（中瀬信之） 

 

質問をいただきました。紀南高等学校

の皆さんにおかれましては、２年前のみ

え高校生県議会の場で、地域への防災・

減災への取り組みに関する質問をいただ

きました。その際に、委員長から紹介の

あったＭｙまっぷプラン＋を基に津波避

難計画の見直しを行われたとお聞きし、

継続的に防災活動に取り組まれているこ

とに敬意を表します。  

今年の元日には能登半島地震が発生し、

能登半島を中心に甚大な被害が生じまし

た。本県も近い将来、南海トラフ地震が

発生すると危惧されており、個人や地域

の方々が防災意識を継続して持ち、自主

的に防災活動を行っていただくことが大

変重要と考えています。  

それでは、一つ目の質問として、Ｍｙ

まっぷラン＋の活用状況と普及のための

対策についてお答えをいたします。  

平成 23 年３月に発生した東日本大震



 

災では、津波により多くの貴い命が犠牲

となりました。このため県では、県民の

皆さんがいざというときに迅速に避難で

きるよう、地図を用いて自らの避難経路

を作成するＭｙまっぷランを活用し、そ

れを地域全体で集約することにより、地

域の津波避難計画としてまとめる取り組

みを行ってまいりました。  

令和２年度には津波に加え、洪水や土

砂災害の風水害にも対応し、デジタルマ

ップ上で避難経路の作成ができるＭｙま

っぷラン＋を開発し、それを用いた計画

策定を支援しており、これまで 12 市町

70 地区で避難計画が作成されています。 

また、Ｍｙまっぷラン＋をより多くの

方に知っていただくために、大型商業施

設で行う防災啓発イベントにおいて各地

区の事例を紹介しているほか、地域の依

頼に応じて県の防災技術指導員を派遣し、

住民の皆さんに活用方法を説明するなど

の取り組みを行っています。  

次に、二つ目の質問であります避難の

際の課題が見つかったときに安全な避難

を実現するための対応についてお答えを

いたします。  

災害発生時に適切な避難行動を行うた

めには、日頃から住民一人一人が避難場

所やそこまでの避難経路を確認し、安全

な避難が可能かどうかについて地域で話

し合いを行うことが大切です。  

紀南高等学校の皆さんが、Ｍｙまっぷ

ラン＋を基に話し合い、津波避難計画の

見直しを行ったとのことですが、こうし

た皆さんの気づきが地域の皆さんにも共

有され、実際の避難につながることが何

より重要です。皆さんの気づきや地域の

課題については、防災対策部をはじめと

する執行部と共有し、一緒になって対策

を考えていきますので、これからも積極

的に県議会へ届けていただけたらと思い

ます。  

最後になりますが、能登半島地震の発

生により、本委員会に所属する委員の防

災意識がさらに高まっています。大規模

災害に即時に対応できるよう、また、県

民の防災意識を高め、地域の防災力が向

上するよう、しっかりと調査、審議を進

めていきたいと考えています。  

以上、ありがとうございました。  

 

〇紀南高等学校  

答弁ありがとうございました。以上で

質問を終わります。（拍手）  

 

津  西  高  等  学  校  

〇議長（安西新奈）  

津西高等学校、５番、豊田倖議員、６

番、長井敦暉議員。  

 



 

〇津西高等学校  

三重県立津西高等学校です。私たちは、

今年度４月より課題研究の取り組みとし

て、校区及び県内における路線バスの現

状について研究しています。本校では、

スクールバスとして路線バスを利用して

おり、私たちは一利用者として、路線バ

スと密接に関わってきました。その過程

で見つかった現在の路線バスの課題、そ

して、それらに対する解決策について質

問させていただきます。よろしくお願い

します。  

現在、多くの路線バス会社では、運転

手のなり手の減少や高齢化、労働時間の

規制により深刻な人手不足が発生してい

ます。こちらをご覧ください。  

 

厚生労働省の統計によると、令和２年

度よりバス運転手の有効求人倍率は年々

上がり続け、令和４年度９月時点でのバ

ス運転手の有効求人倍率は 2.0 を上回っ

ています。これは、本来必要な人数の半

分以下の人数しか雇えていないことを意

味し、現在の人手不足の大きな要因の一

つとなっています。  

また、2019 年より施行されている働き

方改革関連法により規定された時間外労

働の上限規制によって、ドライバーの業

務時間が短縮されたこともバス業界の人

手不足に拍車をかけています。これは、

三重県も例外ではなく、人手不足に伴っ

て多くの路線でダイヤ改正が行われ、路

線バスの本数が大幅に減少しました。こ

のまま人手不足が続けば、運行が困難に

なることは明らかです。  

しかし、地方の路線バスでは、自家用

車を持たない高齢者や通勤・通学での利

用者も一定数見られ、廃止することでの

利用者の生活への影響が懸念されるため、

バス会社は赤字でありながらも運行を維

持しなければならなくなっています。早

期に人手不足を解消し、路線バスの運行

を維持することが求められています。  

こちらをご覧ください。  

 

県内の路線バスの現状を図式化しまし

た。先ほどまで述べてきたように、県内

では深刻な人手不足により運行が厳しい

状態が続いています。そして、深刻な人

手不足により本数の減少など、サービス

の低下が引き起こされています。そして、

サービスが低下すると、それに伴って利

用者は減少し、そして、必然的に収入も

減少するため、資金不足になります。そ

うすることで赤字路線が増加したり、人



 

件費の確保が難しいといった現状を引き

起こしています。  

人件費の確保が難しいために、賃金も

上がらず、労働環境は改善されないまま

となっています。このような現状の負の

スパイラルを、私たちはＷｏｒｋｅｒ、

Ｓｅｒｖｉｃｅ、Ｕｓｅｒ、Ｍｏｎｅｙ

の頭文字を取って、ＷＳＵＭサイクルと

名づけました。このサイクルのスタート

地点には、現状の深刻な人手不足がある

と考えています。しかし、現在の県の補

助金では赤字路線に対する補塡のみが行

われており、この人手不足の部分は解決

していません。  

そこで、私たちは人手不足を解決する

ための補助金を出すことを提案します。  

 

この補助金によって、県内のバス事業

者が賃金を上げるなどの労働環境の改善

を行えるようにすることで、運転手のな

り手を増やすことが狙いです。運転手の

なり手が増え、人手が足りればサービス

は向上し、サービスの向上に伴って利用

者も増加します。そうすれば収益は増加

しますし、収益が増加すれば赤字路線の

赤字が減るだけでなく、新たに雇用を拡

大することもできるため、よいサイクル

に入ることができます。よいサイクルが

続けば、現状が解決されるだけでなく、

今後、よいサービスを継続的に提供する

ことができます。  

この提案についてどのようにお考えで

しょうか。県の意見をお聞かせください。 

 

〇総務地域連携交通常任委員長（野村保夫） 

 

津西高等学校の皆さまにおかれまして

は、県内交通事業者からヒアリングなど

を行い、県内の地域公共交通の実情を踏

まえた質問やご提案をいただきました。

ありがとうございます。  

まず、バス事業者を取り巻く現状につ

いてですけども、県内の路線バスを維持、

確保していく上で抱えている課題は、大

きく二つあると考えております。  

まず一つ目は、人口減少などによるバ

ス利用者の減少や、エネルギーや物価高

騰によるバス事業者の負担増加の問題で

す。そして、二つ目に、今回、津西高等

学校さんが問題提起していただいたバス

運転士不足の問題です。バス運転士の高

齢化が進み、新たな担い手が不足してい

るほか、今年４月からの国の制度改正に

より、運転士の１日の労働時間が制限さ



 

れる、いわゆる 2024 年問題により、その

状況はますます深刻となっています。現

在も県内には、駅やバス停が一定距離の

範囲内にない交通不便地域が存在してい

ますが、こうした問題が加速化すること

で、将来的には現在の路線やダイヤを維

持できないことが懸念されています。  

一方で、路線バスというのは皆さんの

通学利用はもちろんのこと、移動手段を

持たない多くの高齢者の移動手段として

非常に重要な役割を担ってもらっていま

す。ご質問いただいたバス運転手士不足

の県の対策ですけども、県では昨年度、

三重県地域公共交通計画を策定し、路線

バスを含めた地域公共交通を将来にわた

り維持していけるよう、支援を進めてい

るところです。  

今回ご質問いただいた運転士不足の対

策では、バスの運転資格である二種免許

の取得費用や求人イベントの開催など、

担い手確保を進めるバス事業者へ支援を

実施しています。また、こうした運転士

確保の取り組みを進めながら、バスやタ

クシーで対応が困難な地域における新た

な移動手段の確保として、ライドシェア

サービスや自動運転の導入に向けた対応

の検討も進めているところです。  

今回、人材確保のための補助金を出す

ことで、バス事業者のサービス向上、利

用者増加、さらには収益増加の好循環に

つながるのではないのかとご提案をいた

だきました。我々もそうした好循環によ

り、バス事業者が自立して運営できる形

が理想であると考えていますけども、冒

頭で申し上げたとおり、路線バスの維持、

確保には、運転士不足のほか、人口減少

による利用者の減少といったさまざまな

課題があり、一筋縄ではいかない問題で

もあります。県としてもご提案いただい

た好循環の形に少しでも近づけるよう、

運転士不足の解消に向け、先ほど申し上

げましたバス事業者への支援に引き続き

取り組むとともに、バス会社で働く方の

処遇改善やイメージアップに向けた取り

組みやＰＲなど、バス事業者と連携しな

がら取り組みを進めていくことが重要で

あると考えております。この点について

は、６月に開催されました総務地域連携

交通常任委員会の中でも多くの委員から

発言があったところであり、議会として

も引き続き働きかけを行っていきたいと

考えています。  

最後に、人口減少が進む中、地域公共

交通の維持、確保をしていくことは非常

に難しい問題です。しかしながら、今こ

こにいる高校生の皆さんに、将来にわた

り三重県で安心して暮らし続けてもらう

ためにも、利便性の高い地域公共交通が

あるかどうかというのは非常に大きなポ

イントになることから、我々県議会とし

てもその重要性を改めて認識し、これま

で以上に議論を深めていきたいと考えて

おります。  

 

〇津西高等学校  

ご答弁いただき、ありがとうございま



 

した。さまざまな素晴らしい策があり、

感激いたしました。バス運転手のなり手

を増やすには、バス運転手という仕事を

若い世代に知ってもらう機会を増やすこ

とが大切だと私たちは考えます。次世代

を担う子どもたちが、バス運転手につい

て知ることができるイベントを開催して

いただけるとありがたいです。  

また、この答弁を通じて、議員の皆さ

まの地域のことを真剣に考え、よりよく

していきたいという熱意が伝わってきま

した。その熱意によって、路線バスの現

状を解決するような政策が実現すること

を願っています。  

今回は、大変貴重な機会をいただき、

本当にありがとうございました。これに

て質問を終了します。（拍手）  

 

名  張  高  等  学  校  

〇議長（安西新奈）  

名張高等学校、７番、海原咲議員、８

番、久保さくら議員、９番、伊藤來議員、

10 番、今西斗真議員。  

 

〇名張高等学校  

三重県立名張高等学校です。よろしく

お願いします。「質の高い教育」を目指す

ＡＩの活用について、議員の皆さまに質

問させていただきます。  

昨年、私たちが住む名張市では、市長

がインバウンド、訪日外国人客の誘致に

向けてフィリピンを訪問されました。今

年４月には、フィリピンの中高生が名張

市を訪問しています。フィリピンだけで

はなく、昨年、市内の企業で働くベトナ

ム人 20 名が名張高校を訪れ、華道部の私

は、華道を通じて文化交流をしました。  

私たちは、変わりゆく社会の中で海外

の人と交流する機会がより一層増えるの

ではないかと思っています。しかし、私

たちは今の英語力に不安を感じています。

学校では英語を勉強していても、英語を

話すことにとても大きな壁を感じている

からです。そこで、私たちは日本の学生

の英語力はどのくらいのレベルなのかが

気になり、調べてみました。  

こちらをご覧ください。  

 

こちらは、今年５月９日に文部科学省

が公表した英語教育実施状況調査による

と、英検準２級相当の高校生は 50.6％を

達成したとのことです。これは、10 年前

の 31.0％と比較すると着実に英語力が向

上していることが分かります。では、三



 

重県はどうでしょうか。三重県は全国平

均に比べて低い 46.4％となっています。  

続きまして、こちらをご覧ください。

 

こちらは、義務教育の基礎学力で見て

みると、英検３級相当の中学生は 50.0％、

こちらも三重県は全国平均に比べて低い

47.7％となっています。一方、福井県で

は 83.8％、さいたま市では 88.4％と、こ

の学力の地域差の要因は何でしょうか。  

英語力の高い福井県とさいたま市の学

習状況を調べてみました。格差の要因の

一つとして、指導法にあるとのことでし

た。福井県では、授業内での英語でのや

り取りがとても長く、さいたま市では、

小学１年生から独自の英語教育が行われ

てきました。ＡＬＴによる授業や、授業

内でのオールイングリッシュといった英

語を活用する回数がとても多いとのこと

です。いずれも英語を長く話すことが、

学力の向上につながっていると考えられ

ます。  

私たちは、もっと外国の人と会話でき

る英語力が欲しいです。なぜなら、これ

からますますグローバル化が進む中で、

外国の人と英語でコミュニケーションを

取る機会はとても多くなり、英語の需要

は高まると考えるからです。  

三重県の英語教育はどのようなものな

のでしょうか。近年、教員の働き方改革

や教員不足が社会問題として深刻化して

います。私たち生徒は、もっと学びを深

めたい、教員に質問したいと思っていて

も、多忙な教員の姿を見て、言い出しづ

らいというのも現状です。私たちは教員

に何かをしてほしいという受け身の姿勢

ではなく、私たち自らが行動を起こす主

体的な姿勢をつくっていきたいです。  

そこで、ＡＩをもっと有効活用できる

方法はないかと思っています。今、三重

県の高校生は１人１台端末を持っていま

す。  

 

しかし、生徒が危険なサイトを開かな

いようにしたり、ウイルスに感染しない

ようにするため、教育委員会が制限をか

けてくれています。しかし、この制限が

あると、生徒が主体的な学びをする手助

けとしてＡＩをうまく活用できません。  

そこで、名張高校の２、３年次生にア

ンケートを実施しました。こちらをご覧

ください。  



 

 

「ＡＩを使って勉強するときに使いた

いのは」という質問に対して、約 83％が

「スマートフォン」と回答しています。

「クロームブック」は約 17％しかいませ

ん。せっかく購入したクロームブックが

使いづらい証拠です。  

続いてこちらをご覧ください。  

 

「勉強目的でクロームブックでやりた

いことは」という質問に対して、 64.8％

が「検定の勉強」、49.2％が「教育系アプ

リの活用」と回答しています。クローム

ブックは、スマートフォンより画面が大

きく見やすかったり、操作がしやすかっ

たりします。しかし、クロームブックの

使い心地が悪いと回答した人の理由を見

てみると、制限が強過ぎて学習に必要な

サイトにすら入れないことがある、クロ

ームブックを購入した意味がないので改

善してほしいという意見がありました。

高いお金をかけて買ったクロームブック

が、学習に使いづらいのが現状です。  

また、英語科の先生にも尋ねてみまし

た。私たちは英語のコミュニケーション

力を伸ばしたいと思っているので、クロ

ームブックを活用して自分たちにできる

ことはないかと質問したところ、スピー

クバディというアプリを活用するとＡＩ

によって対話できるとのことでした。こ

れが使えれば、自学自習はもちろん、授

業中、ＡＬＴの先生との会話の順番待ち

の間にも実践的に英語が学べます。英語

を話すことに不安を感じている私たちに

とっては、ぜひ利用したいアプリです。

しかし、スピークバディでは、途中から

課金が必要になります。先生に聞くと、

本当はスピークバディを授業でも使いた

いが、課金が必要になるので使うことが

できないとおっしゃっていました。ＡＩ

を効果的に活用すれば、英語のアウトプ

ットを増やすことができ、英語力の向上

につながると思います。  

私たちの願いは、自分たちで購入した

クロームブックをもっと自由に有効活用

したいということです。インターネット

使用の課題は高校生側の問題でもありま

すが、ほかに解決策はないのでしょうか。

ＡＩは、私たちの主体的な学びをサポー

トしてくれます。もっと生徒が主体的に

学習できる仕組みをつくってほしいです。 

具体的には、１人１台端末の利用制限

について見直しをお願いしたいです。ま

た、課金に必要なお金を三重県が負担す

るか、お金がかからないＡＩとの会話サ

ービスを三重県や国が開発することはで



 

きないでしょうか。質の高い教育を実現

できるよう、私たちの願いをかなえては

いただけないでしょうか、お考えをお聞

かせ願います。  

 

〇教育警察常任委員長（喜田健児）  

 

名張高校の皆さんから、フィリピン人

との交流の体験から、英語力を上げるた

めに質の高い教育を求めてＡＩを活用し

たいということで、アンケート結果を基

にした１人１台端末の利用制限の見直し

と、アプリの利用に関する費用負担等の

視点から、非常に熱量の高いご質問をい

ただきました。  

まずは、一つ目の利用制限の見直しで

すが、結論は、１人１台端末の利用制限

については、各学校の判断で変更するこ

とも可能ということです。セキュリティ

の問題などがありますが、皆さんが生徒

会に掛け合い、そして、学校側とよく相

談されてみてはいかがでしょうか。その

ことを想定した上で、国と県の取り組み

について少し触れたいと思います。  

文部科学省では、児童生徒の１人１台

端末と高速大容量の通信ネットワークを

一体的に整備するＧＩＧＡスクール構想

を推進しており、県内の小中学校では、

令和３年度から１人１台端末を活用した

授業が始まっています。  

高校においても一人一人の特性や到達

度に応じた学習を展開し、生徒自らの最

適な学習を選択する個別最適な学びや、

多様な意見を共有し、合意形成していく

協働的な学びを効果的に進めるためには、

１人１台端末が不可欠と考えています。  

学習端末は、授業で日常的に活用する

だけでなく、家庭においても学校から事

前にオンラインで配信される教材や動画

による予習、授業実施後に配信される課

題プリントによる復習やその提出、授業

で使用したオンデマンド教材を繰り返し

視聴することなどにより、学習習慣の定

着と学習内容の理解が進みます。さらに、

生徒が自分に適した学び方や、興味、関

心のある分野の学びを意欲的に選択して

学習したり、活用したいアプリをインス

トールしたりすることが可能になります。 

県立学校では、令和４年度以降の入学

生から、保護者の負担で学習端末を購入

していただき、学校と家庭での学習が切

れ目なくつながる新たな学びを推進して

います。一方、文部科学省の教育情報セ

キュリティポリシーに関するガイドライ

ンを踏まえ、生徒の安全を最優先に考え、

危険なウェブサイトや有害なインターネ

ットサービスへのアクセスを遮断し、生

徒たちを危険から守る対策を講じていま

す。これは、生徒の健全な成長を支える



 

ためであり、学校内外で安心して学びを

進めるために重要な対応であります。  

なお、アプリのインストールやインタ

ーネットの閲覧は県のシステムを利用し

ていますが、各学校の判断で変更するこ

とが可能であり、制限のレベルは学校ご

とに異なっています。  

また、生成ＡＩを取り巻く懸念やリス

クに対応し、県で学校教育における生成

ＡＩを効果的に活用するため、今年度は

県内の中学校や高校でモデル校を指定し

て、生成ＡＩの利活用に係る実証研究事

業を実施する予定であると聞いておりま

す。この事業において、生成ＡＩの仕組

みや利便性、リスク、使い方などを教員

や生徒たちが学び、各教科等の学びにお

いて生成ＡＩを積極的に活用できるよう

検討していくとのことであります。  

二つ目の質問、ＡＩによって対話でき

るアプリの課金に必要な費用を県が負担

するか、もしくは無料で利用できるアプ

リを県や国で開発することができないか

ですが、生成ＡＩにおける費用負担の問

題は、そもそも１人１台端末が保護者負

担のままでいいのかという議論が、教育

警察常任委員会の中でもあります。著作

権や情報漏えいなどのリスクもあります

が、効果的な学びにとって、使い方次第

で有用なものであると思われますので、

アプリの開発も含めて、県議会としても

国や県の動向を注視するとともに、十分

な議論をしていくことをお約束します。  

最後に、これからの社会を担う子ども

たちにとって、情報活用能力は必要な資

質、能力と考えていますので、県議会に

おいても名張高校の質問を受けて、ＩＣ

Ｔを活用した主体的な学びについては、

常任委員会などでしっかり調査、検討を

進めて、執行部への提案をしていきたい

と考えております。ありがとうございま

した。  

 

〇名張高等学校  

丁寧にご答弁いただき、ありがとうご

ざいました。三重県教育ビジョンでは、

学校のＩＣＴ環境が整備されている中で

子どもたちが学んでいるとあります。し

かし、ＡＩが発展する現在、効果的にＩ

ＣＴが活用されているとは言えません。

ＡＩを英語の授業で活用することでスピ

ーキング力などを高めることができます。

授業でＡＩの効果的な使用が必要です。  

また、三重県教育ビジョンでは、子ど

も一人一人に最適で効果的な学びを行う

とありますが、実際、個人に関しては、

勉強目的でアプリを利用したいと思う生

徒が、制限によって自由に使えていない

という現状があります。このような点に

関して改善していただきたいです。ぜひ、

私たちの主体性と学ぶ意欲を支えていた

だける取り組みを期待しております。  

以上で質問を終わります。ありがとう

ございました。（拍手）  

 

 

 



 

相  可  高  等  学  校  

〇議長（安西新奈）  

相可高等学校、 11 番、青山芹葉議員、

12 番、小野ゆずゆ議員、13 番、笠原未羽

議員。  

 

〇相可高等学校  

三重県立相可高等学校です。三重県の

食文化についての質問をさせていただき

ます。よろしくお願いします。  

三重県の有名な食べ物といえば、松阪

牛や伊勢うどん、赤福などといったもの

を思い浮かべる人が多いのではないでし

ょうか。しかし、これだけでなく、三重

県にはもっと有名になるべき食べ物がた

くさんあると思います。私たちが通って

いる相可高校がある多気町では、伊勢い

もやおきん餅、次郎柿など、地域住民だ

けが知っていて、他地域ではあまり知ら

れていない魅力的な特産品が多くありま

す。これは、多気町に限らずほかの地域

でも同じようなことはあるのではないで

しょうか。  

そこで、私たちは三重県の文化を振興

させるためにも、食文化に対する探求を

していく必要があると考えました。  

私たちが通っている相可高校では、地

域との関わりを大切に、食文化に対する

探求をしています。例えば食物調理科は、

多気町と連携しながら高校生レストラン

「まごの店」を運営しています。生産経

済科は、全国ブランドである松阪牛の飼

育を行っています。また、地元企業、Ｊ

Ａ多気郡、多気町、三重大学と連携した

伊勢いもの共同研究なども行っています。

ほかにも、相可高校と関係した多気町ふ

るさと納税返礼品として、高校生レスト

ラン「まごの店」ペアお食事券、世界初、

高校のバイオマスプラントで栽培したバ

ジルオイル、高校生がクリスマス前にお

届けする傷柿をぜいたくに使用したシュ

トーレンなどがあります。  

また、普通科の２年生は、ＤＣＴとい

う総合的な探究の時間に、ふるさと納税

を通じて多気の食文化を広めるという取

り組みを行っています。まだ作成途中な

のですが三つのチラシを提示します。  

 

 



 

 

 

柿農家の西本農園、バナナ農家のとも

いきふぁーむ多気、カフェの金川珈琲、

これらのチラシは、実際に事業所の方に

お話を聞き、事業所さんの思いや特産品、

そして多気町への愛が詰まったチラシで

す。納税していただいたお客さまに、商

品と共に送らせていただきます。この取

り組みを通して、地域への愛はもちろん、

地域住民との関係は深まり、魅力的な特

産品をもっと知ってほしいという気持ち

が強くなりました。このような取り組み

を三重県内でも増やして、三重県内や地

域内だけにとどまらず、全国的に知名度

が上がるようになっていけばいいなと思

っています。  

議会の皆さまはどのような取り組みが

文化振興に効果的だと思うか、もしくは

今現在行われている対策等を教えていた

だきたいです。  

〇環境生活農林水産常任委員長（廣耕太郎） 

 

相可高等学校の皆さまにおかれまして

は、三重県の食文化に興味を持っていた

だき、そして、多気郡の特産品の素晴ら

しい魅力を広める取り組み、活動を紹介

していただきました。ありがとうござい

ました。  

ご質問では、他地域ではあまり知られ

ていない特産品の魅力発信についてご発

言をいただきましたので、ここでは主に

三重県が実施する地域の農林水産物をは

じめとする三重の食の魅力発信につなが

る取り組みについてご紹介をさせていた

だきます。  

県では、三重県産の農林水産物の販路

拡大を図るとともに、国内外に三重の魅

力を発信するため、大都市圏のラグジュ

アリーホテルやレストラン等において、

三重県食材を使った料理の提供などを行

う「三重県フェア」を開催しております。

このフェアでは、松阪牛や伊勢えびとい

った三重の食材として知名度が高いもの

をはじめ、三重なばなとか蓮台寺柿、そ

して、相可高校の皆さんに紹介いただき

ました伊勢いもといった地域の特徴的な



 

野菜や果実を活用し、三重の食材、「みえ

の食」の知名度、認知度向上に取り組ん

でいるところでございます。  

そのほか、私の委員会の所管ではない

んですけども、県では、三重県の特徴あ

る優れた食品を公募して、食に精通した

有識者による審査を踏まえて、「みえの食

セレクション」として選定する取り組み

を行っております。選定した食品は、カ

タログやフェアの開催などによりプロモ

ーション活動を展開し、知名度向上と販

路開拓の支援を行っているところでござ

います。現在、 175 品がみえの食セレク

ションに選定されており、次郎柿もその

一つでございます。  

さらに、「三重の食結び」というキーワ

ードを基に、パンフレットやポータルサ

イトを通じて三重の食文化や郷土食を紹

介し、三重県の食の魅力を紹介する取り

組みも行っております。そのパンフレッ

トやポータルサイトには、相可高等学校

の皆さんにご紹介いただいたおきん餅も

掲載されていますので、ぜひ一度ご覧く

ださい。  

ここまで県の取り組みを紹介させてい

ただきましたが、私たち県議会としても、

県の取り組みがより効果を発揮し、地域

の特産品や三重県産の農林水産物の魅力

がしっかりと発信されるよう調査、議論

を行い、働きかけを行ってまいりたいと

考えております。  

以上でございます。  

 

〇相可高等学校  

ご丁寧なご答弁ありがとうございまし

た。先ほどおっしゃっていただいたこと

を私たちがやっている授業でも取り入れ

て、しっかりとこれからも三重県の食文

化を盛り上げられるように頑張っていき

たいと思います。ありがとうございまし

た。（拍手）  

 

津  高  等  学  校  

〇議長（安西新奈）  

 津高等学校、14 番、勝本真央議員、15

番、東希美議員、 16 番、牧田麻衣議員、

17 番、山本昌幸議員。  

 

〇津高等学校  

津高等学校です。よろしくお願いしま

す。私たちは、総務地域連携交通につい

て質問、提案させていただきます。  

津高等学校では、キャリアプロジェク

トの一環として西村ゼミという活動を行

っております。西村ゼミとは、三重大学

教授、西村訓弘先生の下、三重県の活性

化について企画、提案する活動です。こ

の活動の中で私たちが焦点を当てたのが、

過疎地域です。そこで、今回いただいた



 

この高校生県議会という機会でも、より

深く過疎地域について考えたいと思い、

このテーマを選ばせていただきました。  

三重県は、過疎化が進んでいる都道府

県の一つであり、令和４年４月１日時点

では 10 市町 14 地域が過疎地域とされて

おり、12 の市町が消滅可能性自治体とさ

れています。議員の皆さまには、このよ

うな現状を改善すべく日々活動してくだ

さっていることに感謝しています。しか

し一方で、県の政策が県民に広く浸透し

ていないようにも感じます。  

そこで、私たちは、本校の生徒を対象

にアンケートを実施しました。こちらの

パネルをご覧ください。  

 

 

 

「三重県は過疎化が進んでいると思う

か」というアンケートに対し、約 91％の

人が「はい」と答えていました。このこ

とから、若い世代にも三重県の過疎化が

認識されていることが分かります。一方

で、約 97％の人が、県の政策を具体的に

掲載するホームページや広報を自主的に

見ない。また、約 94％の人が、三重県の

過疎化の具体的な取り組みについて知ら

ないという結果が出ました。このことか

ら分かるように、県の政策は、若い世代

を中心に浸透していないことがうかがえ

ます。  

その原因として、主に二つのことを上

げさせていただきます。  

一つ目は、県のホームページに掲載さ

れている要綱に具体例が少ないことです。

さらに、地域おこし制度など、過疎化に

対する具体的な政策に取り組んでいるに

もかかわらず、そのページを見つけるの

に時間がかかるように感じました。  

そこで、ホームページの構成について

提案させていただきます。  

まず、私たちが今回参考にさせていた

だいた三重県過疎地域持続的発展方針を



 

はじめ、多くの要綱がホームページに載

せられていると思いますが、それらに具

体性を持たせたり、ホームページを開い

た際に知りたい情報にすぐにたどり着け

るようにすることで、県民がより自分の

暮らす地域の政策を身近に感じられると

思います。これから多くの中高生が普段

の授業を通して県のホームページを訪れ

る機会があると思います。ですので、現

在ホームページが日本語から多言語にす

ぐに切り替わるのと同じように、学生向

けのホームページへと切り替わるような

仕組みにしていただくことを提案します。 

そして、県のホームページなどで、若

者が考えた自分たちの地域をよりよくし

ていくための方法を発信していく場をつ

くってみるのもよいと思います。そうす

ることで、県民がより政策に目を向け、

また、議員の皆さんも県民と共に三重県

をつくっていくことが可能になると思い

ます。  

二つ目は、中高生が進んで取り組める

ような体験が少ないことです。「将来三重

県に残ろうと思うか」に関するアンケー

ト結果を提示します。  

 

グラフからも分かるように、約７割の

生徒が進学、就職ともに三重県外を考え

ていることが分かります。三重にはたく

さんの魅力があるにもかかわらず、それ

が若い世代に伝わっていないのはとても

残念なことだと思います。インターネッ

トだけで終わらせるのではなく、実際に

若者が行動に移せるような企画を増やす

必要があると感じました。  

そこで一つ提案をさせていただきます。

私は７月に熊野市の二木島町で「海と日

本プロジェクト」に参加してきました。  

 

 



 

 

そこで三重県の海や磯焼けの起こった

藻場の状況を実際に見て、三重の海を守

っていきたいと感じるとともに、過疎化、

高齢化の進んだ町の姿も目の当たりにし

ました。  

そこで、小中高生に向け、県南部地域

で臨海学校という形で、廃校や休校とな

ってしまった学校や施設を利用し、三重

のよいところを感じる、学ぶ、発掘する

という取り組みを行うのはいかがでしょ

うか。今の世代の子どもたちは、ゲーム

機やスマートフォンなど室内娯楽の多様

化によって、自然を身近に感じ、学ぶ機

会が減ってきています。日本財団さんの

海と日本人に関する意識調査によれば、

海への体験度を調査したところ、三重県

は全国最下位だったそうです。  

 

そんな状況を改善し、子どもたちに三

重の素晴らしい自然や場所を知って、感

じてもらうことで、三重への愛着や関心

を深め、ゆくゆくは過疎化の進んだ地域

も元気にしていけるのではないかと思い

ます。この提案も踏まえ、県の政策が若

い世代を中心に浸透していないことにつ

いてどのように感じ、活性化のためにど

のような取り組みを考えているかお聞き

したいです。  

 

○総務地域連携交通常任委員長（野村保夫） 

 

津高等学校の皆さまにおかれましては、

日頃より県政の課題についてご議論いた

だき、本日このような形で質問、ご提案

いただきましてありがとうございます。  

まず、津高等学校の皆さんが実施して

きてくださったアンケート結果ですけど



 

も、県の政策に関するホームページや広

報を 97％の方が自主的に見ておらず、

94％の方が県の過疎化の具体的な取り組

みをご存じないということ。さらに、多

くの高校生が進学、就職ともに三重県外

に行くことを考えられているということ

で、この事実について重く受け止めなけ

ればならないと思っています。  

次に、現在の県の過疎対策について、

県では県内の過疎地域が持続的に発展し

ていけるよう、三重県過疎地域持続的発

展方針を策定し、過疎地域で取り組むべ

き施策の方向性をまとめています。過疎

地域は少子高齢化のスピードが速く進ん

でおり、地域交通や医療提供体制など、

生活環境の整備などが十分でなかったり、

主な産業である第一次産業の低下やそれ

に伴う雇用の場の不足など、県南部地域

を中心とする過疎地域では多くの課題を

抱えています。こうした中でも、住み慣

れた地域で安心して暮らしていけるよう、

市町と連携して取り組みを進めていくこ

とが必要であると考えています。  

また、魅力ある地域づくりを進めるた

め、関係人口の創出、拡大を進め、新た

な人の流れを創出する取り組みのほか、

若い方を中心に県内に定着していただく

取り組みや、一度県外へ出られた方に戻

ってきていただく取り組みを進めていく

必要があると考えています。  

県では市町と連携しながら、移住の促

進や地域おこし協力隊の受け入れ促進の

取り組みを進めており、昨年度の県外か

らの移住者数は 757 人となり過去最高と

なったほか、地域おこし協力隊の受け入

れも平成 28 年度の６市町 45 名の受け入

れから、令和５年度には 18 市町 80 名ま

で受け入れが広がっており、取り組みの

成果も徐々に表れてきていると感じてい

るところです。  

また、県南部地域の魅力を感じていた

だき、過疎地域の活性化が進むよう、県

では大学生や専門学校生などを対象に、

南部地域の仕事と暮らしを体験していた

だくツアーを実施したり、地域住民など

と交流を深めながら、地域課題解決のた

めのフィールドワークを実施していると

ころです。引き続き、現状に満足するこ

となく、過疎地域の持続的な発展に向け、

皆さまのような若い方を中心に三重県に

興味、関心を持っていただき、三重を選

んでもらえるよう情報発信や取り組みを

より積極的に進めていくことが必要です。 

今回、津高等学校の皆さんからいただ

いたアンケート結果は、まさに若者の生

の声であり、貴重な意見であると考えま

す。実際に私も県のホームページを拝見

しましたが、津高等学校の皆さんからご

指摘いただいたとおり、過疎地域に関す

る方針や計画は掲載されているものの、

それらの計画を初めてご覧になる方には、

少し理解が難しい部分があるかもしれな

いと感じたところです。いただいたご意

見も踏まえながら、ホームページ上で分

かりやすい情報発信はもちろんのこと、

若者に少しでも関心を持っていただける



 

よう、ＳＮＳなど若者の情報収集手段の

トレンドもうまく取り入れながら発信で

きないか、議会としても働きかけを行っ

てまいりたいと考えています。  

また、津高等学校の皆さまから、県南

部地域の学校や施設を利用し、小中高生

向けに三重のよいところを感じる、学ぶ、

発掘するという体験型の取り組みを実施

してはどうかとご提案をいただきました。

大変魅力的な提案をいただきましたので、

委員会の中でも情報共有をさせていただ

き、今後の委員会の活動の参考とさせて

いただきたいと思っています。  

 

〇津高等学校  

ご答弁ありがとうございました。この

みえ高校生県議会を通して、今まで知ら

なかった三重県の取り組みについて知る

ことができ、また、その取り組みに対す

る疑問点や自分たちの要望を議員の方と

共有させていただくことで、より地元に

対する思いが深まりました。三重県に暮

らす人がもっと政策に目を向け、議員の

皆さんと県民が共に三重県をつくってい

くことの大切さを改めて実感しました。

そのことは、これから三重県を盛り上げ

ていく立場に立つ私たちにとって、とて

も貴重な経験になりました。本日はあり

がとうございました。  

これで質問は以上とさせていただきま

す。（拍手）  

 

 

○議長（安西新奈）  

暫時休憩いたします。  

 

○三重県議会副議長（小林正人）  

安西議長、ありがとうございました。  

14時 25分まで休憩となりますので、よろ

しくお願いいたします。  

 

〔休憩〕  

 

○三重県議会副議長（小林正人）  

それでは、再開をいたします。名張高

等学校、今西斗真議長、議長席にお着き

願います。  

 

〇議長（今西斗真）  

 

三重県立名張高等学校、今西斗真。よ

ろしくお願いします。  

休憩前に引き続き会議を開きます。  

県政に対する質問を継続いたします。  

 

セントヨゼフ女子学園高等学校  

〇議長（今西斗真）  

セントヨゼフ女子学園高等学校、18 番、

壽﨑文乃議員、19 番、丸山奈子議員。  



 

 

〇セントヨゼフ女子学園高等学校  

セントヨゼフ女子学園です。三重県の

医療問題における医師不足について質問

させていただきます。よろしくお願いし

ます。  

現在、日本では医師不足が問題となっ

ており、その中でも三重県は医師数が全

国 35 位と、全国平均を大きく下回ってい

ます。県内の人口当たりの総病床数の偏

差値は 47、一般病床では 46、総医師数は

46、総看護師数は 47、全身麻酔数は 43

と、全てが全国平均レベルを下回ってい

ます。三重県医師確保計画により三重県

の医師の総数は増加傾向にありますが、

依然として医師不足の状況が続いていま

す。  

また、県内の医師数の偏在も課題とな

っています。中勢伊賀医療圏や南勢志摩

医療圏は多数の医師がいる区域であるの

に対し、東紀州医療圏は医師が少ない区

域となっており、南北での格差が生じて

います。  

さらに、都市部での研修を希望する新

人医師が増加しているため、都市部に医

師が集中する状況が続いています。  

私たちは、三重県の医師不足は複数の

要因によって引き起こされていると考え

ます。  

まずは、長時間労働の問題です。医師

不足により１人当たりの業務量が増加し、

負担は大きくなる一方です。今年度から

医師の時間外労働が原則として年 960 時

間、月 100 時間未満に制限されることと

なり、これによって長時間労働の問題解

決に期待できるでしょう。その反面、医

師不足がより一層深刻化し、将来的には

病院数減少の可能性も考えられます。  

また、子育て世代にとって働きやすい

環境が整っていないことも要因の一つと

考えられます。女性医師の割合は高まっ

ていますが、出産、育児、介護などによ

り医療現場を離れる医師が多いのも現状

です。院内保育や柔軟な勤務体制を導入

することが求められます。  

さらに、産婦人科や救急科などの特定

診療科は医療訴訟に発展するリスクが高

く、さらに、長時間労働などを強いられ

る場合があることから敬遠される傾向が

あります。その結果、これらの科で働く

医師の数が減少しています。  

こちらをご覧ください。  

 



 

こちらは、三重県と、医師数が全国１

位の徳島県の総医師数の変化を表したグ

ラフです。グラフを比べてみると二つの

県の差は年々拡大しており、特にグラフ

の右端に位置する 2022 年には、その差が

約 1.4 倍に達しています。これは、徳島

県が医師の数を着実に増加させている一

方で、三重県の医師数の増加が相対的に

遅れていることを示唆しています。さら

に、三重県では 2022 年にようやく 1996

年の徳島県の総医師数の値を超えたこと

から、徳島県の総医師数の増加のペース

の速さが際立っていると考えられます。  

このようなデータを基に、私たちは、

この医師数の差を少なくするためにでき

ることを徳島県の実例より考えました。  

まず、徳島県では、地域医療に特化し

た教育と寄附講座、地域医療センターが

設けられています。これらは、地域の医

療ニーズに対応するための人材育成や医

療資源の最適配分が行われており、医師

の勤務環境の改善や医療機関との連携強

化を図っています。具体的には、徳島大

学には医学部、薬学部、歯学部が設置さ

れており、三重大学と同様、医学生に対

して奨学金を提供し、卒業後に一定期間

県内の医療機関で勤務することを求める

制度を実施しております。これにより地

域への高い定着率や地域医療の担い手を

増やすことができます。  

さらに、徳島市内に隣接する徳島大学

病院と徳島県立中央病院は、病院やクリ

ニック、薬局などを一つに集めた場所で

あるメディカルゾーンを形成し、緊急医

療や高度医療を分担しつつ協力していま

す。その上、徳島県では医師不足が深刻

な地域に対しては他県から医師を派遣す

る医師派遣制度を活用しています。三重

県でも徳島県の取り組みを参考に医師不

足を解消していく必要があると思います。 

まず、医学部入試における地域枠、地

元出身者枠をより増やすことや、大学教

育の見直しを行うことが必要だと考えま

す。徳島県の事例のように、地域医療に

特化したカリキュラムの導入や、地域医

療を担う医師の育成に重点を置くことが

重要だと思います。また、子育て世代の

医師や女性医師が働きやすい環境を提供

するために、院内保育や復帰支援の普及、

勤務時間の短縮や医師宿舎の提供なども

検討するべきだと考えます。  

また、医師が不在の無医地区に対して

は巡回診療を広めることや、通院が困難

な方に対して訪問診療や訪問看護の提供

が必要です。これに加えてＡＩを活用し

た遠隔診療を駆使することで医療アクセ

スの改善が期待できると思います。これ

らの対策を通じて医師不足を解消し、地

域医療の充実を図ることが重要だと考え

ますが、いかがでしょうか。また、ほか

にどのような対策が行われているのかに

ついてもお聞かせ願います。よろしくお

願いいたします。  



 

〇医療保健子ども福祉病院常任委員長（石田成生） 

 

セントヨゼフ女子学園高等学校の皆さ

まにおかれましては、医師不足の原因を

詳しく調査し、三重県の医師不足の解決

策についてご提案をいただきありがとう

ございます。ご指摘のとおり、人口 10 万

人当たりの医師数について、徳島県が

335.7 人と １位で ある一方、 三重県 は

241.2 人と、全国平均の 262.1 人を下回っ

ている状況となっています。  

このような医師不足の問題に対し、三

重県では、これまで三重大学医学部にお

ける入学定員の 100 名から 125 名への拡

大、35 名の地域枠の設定、卒業後、一定

期間県内の救急や僻地の医療機関等で勤

務すれば、借り入れた修学資金の返還が

免除される制度の運用などの対策を講じ

てきました。  

また、若手医師の県内定着のため、研

修病院の魅力的な研修プログラムづくり

や指導医の確保、育成など、県内医療機

関が取り組む事業や情報発信に対する支

援をしております。その結果、過去 10 年

間の医師数の増加数では、10 万人当たり

43.9 人増加し、全国９位となるなど、医

師の総数は着実に増えているところです。 

次に、僻地を含む地域医療の確保に向

けては、地域医療をテーマに、三重大学

医学部医学科の１年生全員を対象とする

講義や、全 29 市町での教育実習、へき

地・離島の医療機関での体験実習を三重

県がコーディネートするなど、三重大学

における教育の充実に取り組み、地域医

療の担い手の育成と定着に努めています。 

また、地域枠入学者の一部については、

将来医師不足が見込まれる診療科で勤務

していただく制度を設けました。さらに、

平成 21 年に県が紀南病院に設置した三

重県地域医療研修センターでは、令和５

年度までに県内・県外の病院から 390 名

の若手医師を受け入れ、実践的な研修を

提供しています。  

次に、子育て世代の医師などの勤務環

境の改善に向けては、三重県独自の女性

が働きやすい医療機関認証制度により医

療従事者が働きやすい環境を促すととも

に、子育て医師等復帰支援事業を通じて

宿日直免除などの就労環境改善や病院内

保育所の運営を支援し、子育て中の医師

などが安心して働き続けられるよう取り

組んでいます。  

次に、無医地区に対する医療提供につ

いて、県内には一つの無医地区と二つの

無医地区に準じる地区があるのですが、

これらの地区に対して、ヨナハ丘の上病

院が月６回、県立志摩病院が月２回、紀

南病院が、月１回巡回診療に取り組んで

います。  



 

また、医療の地域差を是正することが

期待されるオンライン診療について、市

町のニーズを調査するとともに、僻地を

有する県内市町に適したオンライン診療

のモデルを提示するなど、導入を検討し

ている市町の応援をしているところです。 

セントヨゼフ女子学園高等学校の皆さ

まからは徳島県の事例をご紹介いただき、

さらに三重県の医師確保のための大変貴

重なご提案をいただきました。三重県の

医師数は増加傾向にあるものの、依然と

して医師不足の状況にあり、本委員会と

しましても強い関心を持っております。

いただきましたご提案を参考とさせてい

ただき、医師確保に向けて今後もしっか

りと調査、議論を深めてまいりたいと考

えております。  

 

〇セントヨゼフ女子学園高等学校  

ご答弁をいただきありがとうございま

した。私たちが生きていく上で欠かせな

い医療について、さまざまな視点からの

取り組みをしていただけるとうれしく思

います。これからも三重県の医療分野に

おける問題を解決していただけるようよ

ろしくお願いします。  

以上で質問は終了させていただきます。

ありがとうございました。（拍手）  

 

津  田  学  園  高  等  学  校  

〇議長（今西斗真）  

津田学園高等学校、20 番、小林俊之介

議員、 21 番、中塩屋いろは議員、 22 番、

小川哩議員、 23 番、瀬古結日議員。  

 

〇津田学園高等学校  

津田学園高等学校です。よろしくお願

いいたします。私たちからは、三重県の

観光・バリアフリーについて質問させて

いただきます。  

私の祖父は、脳出血になってから右半

身に麻痺が残り、外出には車椅子が必要

です。旅行に行くのにも不便があります

が、家族でよく伊勢志摩に行きます。な

ぜなら、伊勢志摩はバリアフリーの環境

が整っており、障がいのある祖父も気兼

ねなく観光ができるからです。バリアフ

リーマップの配布や障がい者用トイレな

どの情報があり、ホテルや施設も非常に

利用しやすいです。  

何より伊勢志摩が好きなのは、町全体

でバリアフリーなどの取り組みをしてお

り、障がいがあっても温かく迎え入れて

いただける雰囲気があり、安心して楽し

めることです。  

また、私たちは、校外学習で伊勢やお

かげ横丁に行くことがあります。歴史が

深く、豊かな自然に囲まれた素晴らしい

三重の町並みに感動し、誇らしく思いま



 

した。  

そこで、私たちは、ぜひ県外や海外、

障がいのあるなしにかかわらず、全ての

方々にこのような取り組みを三重県全体

に広め、魅力的な三重県に観光しに来て

いただきたいと思っています。  

三重県では、伊勢志摩バリアフリーツ

アーセンターと連携してさまざまなバリ

アフリーに関する活動を発信していると

知りました。その内容は、車椅子が通り

やすいように段差をなくしたり、通路を

広くしたり、また、トイレなどに手すり

を設置したりと、特に体の不自由な方が

快適に過ごせるような工夫がされている

と感じました。  

このようなバリアフリーのほかにも、

三重県では観光施設における心のバリア

フリー認定制度への登録を促進するため

にさまざまな取り組みをしていると知り

ました。観光施設における心のバリアフ

リーは、車椅子トイレやバリアフリール

ームなどの設備の有無ではなく、車椅子

の貸し出しや、視覚障がい者、聴覚障が

い者への対応など、ソフト面での取り組

みが認定の基準となり、バリアフリーと

比べてより繊細な配慮が必要になります。 

観光三重では、観光施設における心の

バリアフリーの取り組みが幾つか上げら

れていましたが、三重県全体としての観

光施設におけるバリアフリー導入の進捗

状況はいかがでしょうか。ご答弁よろし

くお願いいたします。  

 

〇政策企画雇用経済観光常任委員長（石垣智矢） 

 

観光産業は、その経済効果が宿泊業や

飲食業、農林水産業など幅広い分野に波

及する裾野の広い産業であり、地域経済

の活性化や雇用の増大等に大きな期待が

寄せられる成長産業であります。津田学

園高等学校の皆さまにおかれましては、

三重県にとって重要な産業の一つである

観光について、県外や海外、障がいの有

無にかかわらず、全ての方々に観光して

いただきたいという思いを持って、自分

たちの実体験を踏まえて考え、そして調

査した上でご質問をいただきまして、誠

にありがとうございます。  

三重県は、一生に一度は訪れたい地と

して発展をしてきましたが、数多くの

方々が訪れることができたのは、お伊勢

参りに来た人々の参拝、宿泊の世話をし

た御師や街道沿いの先人たちの温かい手

助けのおかげがあったからといわれてお

ります。そのような歴史を有する三重県

においては、先人のおもてなしの心を継

承し、ホスピタリティーに満ちた三重の

観光を磨き上げ、障がい者のみならず、

誰にとっても優しいまちづくりにつなが



 

るよう、第 62 回神宮式年遷宮を迎える平

成 25 年に日本一のバリアフリー観光県

推進宣言を行うなど、バリアフリー観光

を推進しております。  

観光地に訪れるのは、旅行したいとい

う思いがまずきっかけとなりますけれど

も、障がいの種類や程度は人それぞれで

あり、また、障がいに限らず、例えばベ

ビーカーを押している方、高齢者の方な

ど、それぞれの方の事情によってバリア

の捉え方は変わってきます。このため、

三重県においては、段差の高さやスロー

プなどの設備の有無によって一律にバリ

アフリーの基準を決めるのではなく、年

齢、障がいの種類や程度、また同行者の

有無など、旅行者一人一人の状況や、旅

行したいと思うご本人の意思によって決

めるパーソナルバリアフリー基準、こち

らの考え方に基づいて伊勢志摩バリアフ

リーツアーセンターと連携し、三重県内

の宿泊施設などのバリアフリー情報にお

いて情報発信等に取り組んできたところ

であります。  

障がい者、高齢者、妊婦さん、また、

つえやベビーカーの利用者など、移動に

困難を伴う方々が、行きたいところ、楽

しみたいことを実現できるよう施設を調

査し、観光地のバリアフリー対応の情報

だけでなく、バリアに関する情報もその

まま発信し、旅行者一人一人が情報を基

に自分で行きたいところを選択できる、

こういった取り組みにつなげられるよう、

観光スポットの魅力も含めて紹介をした

り、伊勢志摩バリアフリーツアーセンタ

ーのウェブサイトなどにおいて、県内の

おおよそ 380 か所ほどの宿泊施設や観光

施設、公衆トイレ等のバリアフリー情報

について情報を発信しています。  

また、伊勢志摩バリアフリーツアーセ

ンターにおいては、豊富な経験と実績を

持っており、蓄積してきた情報を基に、

旅行者一人一人の状況に合わせたきめ細

かな旅行情報の提供やアドバイスを無料

で行っているほか、県と連携して観光施

設における心のバリアフリー認定制度へ

の登録を促進するための研修会、こちら

のほうの開催なども連携して取り組んで

いただいております。現時点で県内で

100 の宿泊施設などが認定を受けており

ます。これらの取り組みを通じて、誰も

が安心して訪問できる魅力ある観光地づ

くりを進めているところであります。  

 

〇津田学園高等学校  

ご答弁ありがとうございました。  

ここで、提案をさせていただきます。

次に、私たちから具体的なバリアフリー

の方法として、温泉での入浴着、使い切

り入浴着の普及啓発、販売の推進を提案

します。こちらの資料をご覧ください。  



 

 

温泉はタオルなどをつけず、裸で入る

ものという慣習がありますが、入浴着は

体を隠したままで湯船につかることがで

きます。海外では、温泉はスタンダード

ではないところも多く、裸に抵抗のある

方々も多いと思います。  

また、入浴着は、乳がん等の術後の痕

がある方なども安心して入浴でき、ほか

の自治体や宿泊施設でも導入事例が増え

てきています。温泉施設も数多くある三

重県で、乳がん患者や術後の方、海外の

方など、幅広い方々に温泉を楽しんでほ

しいので、心のバリアフリーの取り組み

の中に、使い切り入浴着の普及啓発、販

売の推進県として率先して行い、術後の

方や、海外の方や、裸に抵抗のある方々

への選択肢を広げることを提案させてい

ただきます。  

 

○政策企画雇用経済観光常任委員長（石垣智矢）  

ご質問にとどまらず、再質問というこ

とで、素晴らしいご提案をいただきまし

て、誠にありがとうございます。再質問

ですので、私の思いもふんだんに交えな

がら答弁をさせていただきたいというふ

うに思っています。  

 まず、やはり心のバリアフリーという

ことで、気遣いであったり、心配り、こ

ういった取り組みの中で、やはり入浴着

の普及啓発、こういったところは非常に

重要な観点だなというふうに思っており

ます。三重県議会としましても、県が進

めていく観光地づくりの大方針でありま

す三重県観光振興基本計画。こちらのほ

う、昨年度末に議決をさせていただきま

して、この計画の大きな柱の一つであり

ます旅行者の受け入れ体制の基盤整備と

いうものがあります。今後、この計画に

基づいて、先ほども申し上げました、あ

らゆる人々の旅の実現を目指すパーソナ

ルバリアフリー基準を活用すること、ま

た、さまざまな心身の特性や考え方を持

つ人々の相互理解や支え合いを進めるた

めの心のバリアフリー、こちらの意識を

向上させていくということ。また、障が

い者や高齢者などが安心して訪れること

のできるバリアフリーの観光地づくり、

こちらのほうを我々、三重県としても積

極的に推進をしていきたいというふうに

考えております。  

 そして、今回ご提案をいただきました

使い切りの入浴着、こういった取り組み

の素晴らしいところは、障がい者や高齢

者だけではなくて、全ての方が安心して、

やはり観光というのは楽しむということ

が大事ですので、全ての方々が楽しめる、

そういった提案だというふうに思ってお

りますので、ぜひともさまざまな課題を

有する方も安心して訪問ができる魅力あ



 

る観光地づくりをより一層進めていきた

いと考えております。  

 そして最後に、今回、皆さんから観光

地づくりについて重要なご提案をいただ

きました。魅力ある観光地づくりは、県

議会や行政機関だけでつくれるものでは

ございません。この観光地づくりの主役

は、まさにそこに住む皆さん方、住民の

皆さん方、つまり、ここにおられる生徒

の皆さん方が主役であります。皆さんが

普段当たり前のように見ている景色とい

うのは、県外の方から見ると素晴らしい

景色、風景かもしれません。また、我々

が普段何げなく口にしている食事、こう

いったものも、海外の方から見れば素晴

らしい、とても貴重な食文化かもしれま

せん。つまりは、三重県の魅力というも

のは我々の身近なところにたくさん転が

っているというところでございます。  

 津田学園高等学校さんはじめ、また、

本日ご参加の高校生の皆さんにおかれま

しては、改めて三重の魅力を見て、触れ

て、感じて、そして理解を深めていただ

いて、本日のような課題をまたご提示い

ただきながら、それぞれの皆さん方がお

使いいただいているＳＮＳ、こういった

ところでも、ぜひ三重の魅力を発信して

いただいて、三重の魅力発信に貢献をい

ただきますこと、そして、素晴らしい三

重の魅力ある観光地づくり、共に頑張ら

せていただきたいというふうに思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いを申

し上げます。ありがとうございます。  

○津田学園高等学校  

ご答弁ありがとうございました。  

 三重県のよさが多くの方々に伝わり、

たくさんの方々に足を運んでいただける

三重県になっていくとうれしいです。貴

重なお時間をありがとうございました。  

 以上で、質問、そして提案を終わりま

す。（拍手）  

 

津  工  業  高  等  学  校  

〇議長（今西斗真）  

津工業高等学校、 24 番、田中翔議員、

25 番、四十物夕夏議員、26 番、藤野琴乃

議員、27 番、舘良季議員、28 番、福島笑

莉議員。  

 

〇津工業高等学校  

今から津工業高校の質問を始めます。  

 私たちのテーマは、１人１台端末を使

用した学習環境の整備についてです。現

在、高校でも１人１台端末が導入されて

いますが、日常的に使用する上でさまざ

まな問題があります。そこで、端末を使

った学習環境の整備について二つ質問し

たいと思います。  

一つ目は、持ち運びの問題解決のため、



 

学校に端末の充電・保管ボックスを設置

してもらうことはできないか。二つ目は、

県内の高校生や現場の教員に対して、１

人１台端末に関するアンケートや聞き取

りを実施してもらえないかの二つです。

私たちは、夏休み前に全校生徒に対して

アンケートを実施しました。全校生徒約

720 名のうち約 160 名から回答を得まし

た。一つ目の質問は、端末が必要と思う

かどうかです。パネルをご覧ください。  

 

７割程度の生徒が「端末は必要・どち

らかというと必要」と答える一方、２割

程度の生徒は「不必要・どちらかという

と不必要」と回答しました。  

必要と考える意見では、便利だから、

時代的にＩＣＴ化は必須だからなどが多

くありました。不必要と考える人の意見

では、スマホで十分代用できる、せっか

く買ったのに制限が多いなどの意見が多

くありました。  

私たちの問題意識は四つあります。  

まず、一つ目に、端末の持ち運びにつ

いてです。パネルをご覧ください。  

 

１人１台端末について困っていること

として、回答者の 55％に当たる 82 人が

持ち運びが大変と回答しました。また、

33.3％に当たる 49 人が故障が心配と回

答しました。  

私たちは、高校に進学し、登下校の際

に電車やバスなどの公共交通機関を使う

ようになりました。電車内などでは荷物

を地面に置くことがあります。その際に、

かばんに端末が入っていると、大きな揺

れや人混みによって破損につながるおそ

れがあります。加えて、悪天候時には傘

を差していてもかばんがぬれてしまい、

中に入っている端末が故障を起こしてし

まうおそれがあります。破損や故障のほ

かにも、重量の面でも問題があります。

例えば、かばんの中には端末のほかにも

教科書やワークなどの教材も入っていま

す。そのため荷物が非常に重たくなって

しまいます。  

以上により、高校生にとって毎日の端

末の持ち運びの負担は非常に大きいと考

えます。  

二つ目の問題意識は、端末の保管・充

電ボックスについてです。  

中学校での端末は、校舎内に保管・充



 

電ボックスがあり、ほとんどの端末が学

校で管理されていました。ですが、高等

学校では自己管理です。生徒や保護者の

端末に対する理解度が足りずに、保管環

境が整っていない状態で端末を管理する

と、故障を起こす可能性があります。ま

た、学校内で充電ができず、使用したい

タイミングで充電が切れ、困ってしまう

ことが多くあります。  

一つ目の問題意識で述べたとおり、端

末を持ち運ぶことには多くのデメリット

があります。このように、保管・充電ボ

ックスがないことによる不便さを感じて

います。  

三つ目の問題意識は、授業内での使い

方についてです。  

現在１人１台端末の導入が急速に進ん

でいますが、端末を使用することが目的

化してしまい、本来ならばノートやプリ

ントのほうが学習しやすい内容も端末で

行うことでかえって学習しにくく、効率

が悪いと感じるときがあります。例を挙

げるとするならば、数学の平方根やグラ

フを手書きで入力するところです。端末

を使用したほうが効率がいい学習と、も

ともとのノートや黒板を使用したほうが

効率がいい学習とをよく整理して、場面

によって使い分けることで、それぞれの

良さを生かした学習が可能になると思い

ます。  

このように、生徒、教師ともに使いや

すさ、学習の効率の良さを改善するほう

がいいと考えます。  

四つ目の問題意識は、端末の使用頻度

についてです。パネルをご覧ください。  

 

147 件の回答のうち、約半数が使用頻

度が少ないと感じています。現在、三重

県では学習の分野でパソコン端末などの

ＩＣＴを推進、導入しています。ですが、

本来端末を活用していくべきである授業

や課題配付の際に、教員が急速なＩＣＴ

化に対応できず、端末を使った学習をう

まく導入できていません。  

自宅学習についても端末の利用が進ん

でいない実態があります。パネルをご覧

ください。  

 

こちらは平日に端末を家庭で使用する

人の割合です。  

次に、週末に端末を家庭で使用する人

の割合です。  



 

 

平日、週末ともに全く使用しない割合

が半数以上であり、平日に関しては７割

近くが端末を全く使用していません。ほ

かにも端末内のアプリの活用方法の理解

不足やトラブルの対応など、授業や課題

で端末を使うことが教員、生徒ともに負

担になっているのが現状です。  

以上の問題意識を踏まえ、私たちは端

末使用における充電・保管ボックスの設

置と、三重県内の各学校の１人１台端末

を用いた学習環境に関する意識調査を実

施し、その声を県の政治に反映すること

を強く要望します。  

以上で津工業高校の質問を終わります。 

 

〇教育警察常任委員長（喜田健児）  

 

１人１台端末に関することについて、

名張高校に続いて本日二つ目の質問を津

工業高校から現場のリアルな実態、その

課題について四つの問題意識をアンケー

トを基に力強く質問をいただきました。

ＩＣＴに対する高校生の皆さんの関心の

高さがうかがえます。  

それでは、端末の充電・保管ボックス

の設置および県内高校生・教員に対して

のアンケートの実施について、それぞれ

お答えをさせていただきます。  

まず、端末の充電・保管ボックスの設

置についてです。  

 端末の充電・保管ボックスの設置を必

要とする理由は、持ち運び中の破損や故

障、それが心配。充電切れが起こるとい

うことでしたが、皆さんによる校内アン

ケートの結果では、１人１台端末を自宅

学習で使用している割合が低いようです

が、１人１台端末を「必要、どちらかと

いうと必要」と回答している高校生が８

割ほどいることからも、端末の有用性を

多くの生徒が認識しています。  

ＧＩＧＡスクール構想で１人１台端末

を整備した狙いは、学校と家庭で切れ目

なく使用することで学習習慣の定着と学

習内容の理解向上を図るということもあ

ります。もちろん学校に端末の充電・保

管ボックスがあれば持ち運びの負担がな

くなり、充電などの利便性が高まります

が、１人１台端末を活用した自宅での学

習機会が失われます。ですが、今日、現

場の高校生の生の声を届けていただきま

したので、端末の充電・保管ボックス設

置の必要性も含め、１人１台端末がより



 

活用されるよう、私たち県議会議員も常

任委員会などでしっかりと議論、検討し

ていきたいと考えております。  

次に、１人１台端末に関するアンケー

トの実施についてお答えをします。  

ＩＣＴ環境の整備を進めていくために

も、実際に使用する高校生や教員の意見

は非常に大事な視点と考えており、今回、

三重県内の各学校の１人１台端末を用い

た学習環境に関する意識調査を実施する

ことの提案が執行部よりありました。  

この提案の背景にあるものですが、県

では、三重の教育の目指す姿と、その実

現に向けた取り組み内容を示した三重県

教育ビジョン、令和６年３月にそれを策

定しています。その施策の一つに、ＩＣ

Ｔを活用した教育の推進を掲げ、令和９

年度末には学校のＩＣＴ教育環境が十分

に整備され、さまざまなデジタルツール

の活用を通して子どもたち一人一人に最

適で効果的な学びが行われることで、子

どもたちが急速に進展するデジタル社会

で活躍するための情報活用能力を身につ

けていることを目指していると、そうい

うふうに書かれています。  

今年の６月の県議会における一般質問

では、１人１台端末の授業における活用

状況について質問を行い、県からは、ほ

ぼ全ての高校でほぼ毎日、または週３回

以上活用しているとの回答がありました

が、皆さんの校内アンケートの結果では

使用頻度が少ないと感じているようです。 

ただ、県では１人１台端末の活用事例

を収集しており、グーグルドライブを利

用し、各県立学校間で共有を行い、効果

的な活用法による授業改善や業務の効率

化の取り組みを推進しております。  

津工業高校の質問や意見を受けて、児

童・生徒の皆さんや教員が端末を効果的

に活用できる環境整備のために、学校現

場の意見を吸い上げる方法も含めて、議

会でもしっかりと今後議論をしていきた

いと思います。以上です。  

 

〇津工業高等学校  

答弁ありがとうございます。  

１人１台端末に関する意識調査などに

関する答弁をいただいたんですけど、ま

さにそのとおりだと思っていて、今後、

いろいろな話し合いを通じて教育分野で

ＩＣＴをうまく活用していけるようにし

ていってほしいなというふうに思ってい

ます。ありがとうございました。（拍手） 

 

み  え  夢  学  園  高  等  学  校  

〇議長（今西斗真）  

みえ夢学園高等学校、29 番、藤永千夏

議員、30 番、木股凛恋議員、31 番、山﨑

結月議員。  

 



 

〇みえ夢学園高等学校  

 みえ夢学園高等学校です。よろしくお

願いします。公共交通機関の不便さにつ

いて、大きく二つ困っていることがあり

ますので質問させていただきます。  

 公共交通機関の不便さについての困り

事の一つ目です。  

 私たちの学校は、午前、午後、夜間の

３部制となっており、選択制授業のため、

一人一人の時間割が異なり、登校時間、

下校時間が違ってきます。その中で、公

共交通機関を利用して通学している生徒

は、最寄り駅やバス停の電車やバスの本

数が少なく、登下校にかかる時間が増え

てしまい困っています。  

 先日、全校生徒にアンケートを取った

ところ、電車やバスを利用して通学して

いる生徒の約 85％が電車やバスの本数が

少なくて困っていました。また、ＪＲの

電車については遅延がすごく多く、私た

ち以外の学生や会社員の方も、登校時間

や勤務時間に間に合わないことが出てい

ることが予想されます。  

 本校から最寄りの阿漕駅では１時間に

１本しか止まらず、逃すと１時間後にな

ってしまい、帰宅時間も大幅に遅くなり

ます。バスも同様で、 30 分に１本で、逃

すと多くの時間を持て余してしまいます。

これらについては車を持たない高齢者の

方々も不便さを感じているのではないで

しょうか。  

 ここで、一つ目の質問です。三重県の

課題として公共交通の担い手の確保とあ

ります。運転士の確保の取り組みとして、

自動運転やＡＩデマンドなど、交通ＤＸ

の促進をされていると思いますが、具体

的にどれくらい進んでいますか。また、

私たちも、このことについて調べるまで

県が取り組もうとしている政策を知らな

かったので、県民への周知などは今後ど

のように進めていかれますか。  

 ここで一つ提案なのですが、最寄りの

駅やバス停の電車やバスの本数を増やす

ためには、三重県内のＪＲやバス利用者

を増やしていく必要があると思うので、

私たちは普段の利用者を増やす企画と三

重県の観光客を増やす企画を考えました。 

 普段の利用者を増やすための企画は、

バスの乗車回数に応じてプレミアム商品

券との交換、もしくは、スマートフォン

のアプリ内でスタンプをためて抽選をし、

当たり外れで景品が決まるような企画。

このような企画があると、生活の中でバ

スや電車を利用しようと考える人が増え

るのではないでしょうか。  

 三重県の観光客を増やす企画は、 2024

年４月 19 日から 2024 年８月 18 日まで、

近鉄さんと東武さんで実施していたリア

ル桃鉄ゲームのように、県内の観光地な

どをゲーム感覚で回れるような企画を提

案いたします。  

 このゲームは、最初にゲーム上でスタ

ート駅を決め、ゴール駅はエリアごとに

ルーレットによって決定します。アプリ

内でさいころを振り、目の数だけ駅を進

み、ゴール駅を目指します。さいころで



 

出た数の駅へ到着したら、駅に貼ってあ

るポスターの二次元コードを読み取り、

駅到着時や移動中に発生するミッション

に挑戦して、ゲーム内で資産を増やしな

がらこのゴールの駅を目指します。この

ような楽しい企画があれば、観光客や三

重県内の人も電車やバスを利用するので

はないでしょうか。  

 また、料金設定については、近鉄さん

と東武さんの企画では、大人と小児しか

ありませんので、高校生向けの料金設定

をしてもらえると、使えるお金が限られ

ている私たち高校生にとってはありがた

く思います。  

 公共交通機関の不便さについての困り

事の二つ目です。  

 普段使い慣れていない駅やバス停の案

内表示についても困ることがあります。

クラブ活動やプライベートで使い慣れて

いない駅やバス停を使う際、どこに行け

ば目的地に着く電車やバスに乗れるのか、

複数の出口のある駅では出口が分かりに

くく、迷うことが多くあります。  

 また、路線が多く集まる駅やバス停で

乗り場に困っている高齢者の方や外国の

方を見かけることもあります。例えば、

バス停の看板が２方向からしか見ること

ができず、遠くから見にくいことや、バ

ス停の電光掲示板に書かれている系統番

号が同じでも停車するバス停が違うもの

があり、とても分かりにくいです。  

 私が観光で旅行した北海道の旭川駅で

は、バス停にはバス停の名前が四方から

見えるようなデザインになっていて、と

ても分かりやすかったです。  

 ここで、二つ目の質問です。乗り場が

多い駅やバス停で、外国の方や高齢者、

普段あまり使用しない人に分かりやすい

案内板などの設置予定はありますか。  

 ここでも私たちから提案があります。

案内表示について、イオンモールなどに

設置されている備え付けの大型タブレッ

トで外国語にも対応できるものを作って

みてはどうでしょうか。これらについて

回答のほうよろしくお願いいたします。  

 

○総務地域連携交通常任委員長（野村保夫） 

 

みえ夢学園高等学校の皆さまにおかれ

ましては、ご質問いただきましてありが

とうございます。先ほどの津西高等学校

さんの質問も含め、皆さんの公共交通へ

の関心の高さから、その重要性を改めて

認識したところでございます。  

 ご質問いただいた公共交通の担い手確

保の取り組みについてですけれども、先

ほども津西高等学校さんの質問でもお答

えさせていただきましたが、地域の電車

やバスというのは、皆さんの通学の利用



 

や移動手段を持たない多くの高齢者にと

って非常に重要な役割を担っています。

そのため、利用者の皆さんの移動ニーズ

に対応できるよう、地域の実情に応じた

移動手段の確保の取り組みを進めていく

必要があります。  

 現在、人口減少による公共交通機関の

利用者の減少や運転士不足などにより、

県内でも交通不便地域が生じています。

県では、こうした地域の実情に合わせた

交通手段の確保に取り組む市町や民間事

業者などに対し財政的な支援を行ってい

ます。具体的に、昨年度は路線やダイヤ

を定めず、住民の需要に合わせ乗り合い

運送を行うデマンド型交通の実証事業な

ど、５市町に対して支援を行っています。

また、こうした補助金の支援以外にも、

国・県・市町が一緒になり、市町が抱え

る地域公共交通の課題を共有し、解決に

向けた方策の検討を進める場などを設け

ています。  

 さらに、今年の７月から９月にかけて

は、自家用車を活用して一般ドライバー

により有償で運送する、いわゆるライド

シェアサービスの実証事業を行う志摩市

に対して財政支援を行っているところで

す。  

 また、取り組みの県民への周知につい

てですけれども、こうした実証事業の取

り組みは市町が中心となっていることか

ら、県として十分に周知できていたか振

り返り、県のホームページなどを通じて

積極的にＰＲを行うよう、議会からも働

きかけを行ってまいります。また、我々

議会としても、議会の中で地域公共交通

の取り組みについて取り上げることで、

県民の皆さまに広く伝えていきたいと思

っています。  

 次に、案内表示に関するご質問ですけ

れども、乗り場の多い駅やバス停は、電

車からバス、バスからバスの乗り継ぎ拠

点となることが多く、利用者も多いこと

から、その利用環境の充実を求める声を

多くいただいているところです。県では、

外国人などにも利用しやすい公共交通機

関になるよう、多言語の案内表示の導入

などに取り組む交通事業者に対して支援  

を行っています。引き続き県内の交通事

業者と連携しながら分かりやすい案内表

示が進むよう、議会として働きかけてま

いりたいと思っています。  

 最後に、今回、みえ夢学園高等学校さ

んからは大きく二つの提案をいただきま

した。１点目は、公共交通機関の利用者

を増やす取り組みとして、地元の利用者

向けに乗車回数に応じたプレミアム商品

券の発行や、観光客向けにゲーム感覚で

駅を周遊してもらうイベント企画をご提

案いただきました。高校生の皆さんなら

ではの柔軟な発想で非常に面白い試みだ

と感じているところです。  

 ２点目は、路線が多く集まる駅やバス

停の案内表示について、外国語にも対応

した大型タブレットの設置に関するご提

案をいただきました。こちらも、普段か

ら駅やバス停を利用されている皆さんだ



 

からこそ気づいていただけた視点である

と考えております。  

 本委員会としても、皆さんからいただ

きましたご提案を参考にさせていただき

ながら、地域公共交通機関の利便性向上

に向け、しっかりと調査、議論を進めて

まいりたいと考えております。  

 以上です。ありがとうございました。  

 

○みえ夢学園高等学校  

答弁ありがとうございました。今回、

公共交通について調べていく中で、三重

県にはたくさんの魅力や観光地があるこ

とに気がつきました。自分たちの暮らし

をよくするためにも、三重県で行われて

いる催し物などに積極的に参加していこ

うと思うようになりました。  

 以上で質問を終わります。ありがとう

ございました。（拍手）  

 

四  日  市  高  等  学  校  

〇議長（今西斗真）  

四日市高等学校、32 番、青木千織議員、

33 番、出口博都議員、34 番、埜下孝基議

員。  

 

〇四日市高等学校  

 四日市高校です。私たちは、人口減少

の対策案について提案いたします。  

 少子化により人口が減少すると、同時

に高齢者の割合が増え、社会保障の１人

当たりの負担が増加します。これにより、

かつて老年人口と労働力人口の比率が１

対９だった胴上げ型社会の日本から、現

在、１対 2.2 となった騎馬戦型、さらに、

近い将来は１対１で高齢者を支える肩車

型社会になると予想されています。これ

では十分な高齢者の社会福祉を保障でき

ず、労働者の負担が大きくなってしまい

ます。  

 また、人口減少は、経済成長の停滞、

行政サービスの質の低下を引き起こして

しまいます。  

 そこで、このような状況を打破するた

め、出生率を上げる方法を考えました。

全国の都道府県別婚姻率と出生率の推移

の比較から、婚姻率と出生率は比例の関

係にあることが推測されました。結婚が

出産に深く直結していることは明白です。

出生率を上げるには婚姻率を上げること

が重要だと感じました。  

 ここで、資料１をご覧ください。  



 

 

結婚意思のある未婚者に、現在独身で

いる理由を尋ねた調査です。 25 から 34

歳では、適当な相手にまだ巡り会わない

からの選択率が女性で 48.1％、男性で

43.3％と、男女ともに最も高くなってい

ます。このことから出会いに焦点を当て

ることにしました。  

 現在、三重県では、結婚の支援・相談

所としてみえ出逢いサポートセンターや、

伊勢市に南勢サテライトを開設していま

すが、いまだ婚姻率は減少傾向にあると

いう厳しい現状です。  

 さて、近年では、出会いの場としてマ

ッチングアプリが注目されています。  

 ここで、資料２をご覧ください。  

 

マッチングアプリ利用時のトラブルや

困ったこととして、顔や体型などの見た

目が写真のイメージと明らかに違った、

デートなどをドタキャンされた、デート

などに現れなかったなどと、特に相手と

の対面という場面でのトラブルが多いこ

とが分かりました。  

 また、私たちは、新たな出会いの場の

提供として、メタバースのマッチングア

プリを知りました。メタバースのメリッ

トとしては、見た目を自由に決められる、

非現実空間でトラブルが発生しにくい、

場所や時間の制約を受けないなどと、前

述のマッチングアプリのトラブルを軽減

しつつ、メタバース空間で非現実感が味

わえ、楽しむことができ、マッチングア

プリよりも手軽で敷居が低いことが上げ

られます。  

 第一印象は見た目に大きく左右されま

すので、特に見た目を自由に決められる

という点は、自分では変え難い見た目の

要素を度外視する設定が大きな利点であ

ると思います。  

 三重県桑名市では、既にメタバース婚

活が取り入れられ、参加者 17 人中７組の

カップルが誕生しています。これを三重

県全体の取り組みとして、みえ出逢いサ

ポートセンターと協力して行えばよい結

果が得られると考えます。  

 そこで、県としてもメタバースを活用

して、生活時間帯や居住地、職場を超え

て人と人が出会い、つながることができ

るような支援システムづくりに取り組ん

ではどうかと提案します。  

 しかし、この提案は、決して結婚とい



 

う価値観を押しつけるものではありませ

ん。結婚したいという願望を持ちながら

も、出会いの少なさによって結婚を諦め

る人を減らすこと、そして、結果的に婚

姻率を上げることを目指すものです。私

たちの提案についてご意見をお聞かせく

ださい。  

 

○医療保健子ども福祉病院常任委員長（石田成生） 

 

四日市高等学校の皆さまにおかれまし

ては、全国の事例を詳しく調査し、そこ

から本県へのご提案やご質問をいただき

ましてありがとうございます。  

 近年、晩婚化や未婚率の上昇により日

本国内の少子化が進み、人口減少や後継

者不足の問題が生じています。その課題

解決には、お見合い結婚、恋愛結婚、婚

活イベント、マッチングアプリなど、変

化する時代とともに新たな出会いの機会

の創出が重要な取り組みとなります。そ

して、最近ではインターネット上の仮想

空間、メタバースで自分の分身、アバタ

ーを操って異性と交流する婚活イベント

が全国の自治体で広がりを見せています。 

 マッチングアプリでの出会いでは、外

見やスペックで判断してしまう課題や、

知らない異性といきなり会うことによる

トラブル、リスク等の課題が指摘される

ことがある一方、アバターを操り、声だ

けがリアルのメタバース婚活は、性格や

フィーリング等、内面や相性に目を向け

やすく、本気で結婚したい人のための出

会いの場として適当といった評価があり

ます。また、アバターを通じてコミュニ

ケーションを取るため、人見知りの方で

も参加でき、時間や住んでいる場所を気

にせずに気軽に参加できるという利点が

あるとの評価もありました。  

 三重県が、令和５年１月から２月にか

けて実施した第１回みえ県民１万人アン

ケートによると、未婚の方のうち 52.3％

の方が、「いずれ結婚するつもり」との考

え方を示している一方、未婚の理由とし

て、「出会いがない」が最も多い結果とな

りました。三重県では、未婚率の上昇を

県の課題である少子化要因の一つと捉え、

結婚を希望する方の望みがかなう地域社

会の実現に向け、県民の出会い支援に取

り組んでおり、結婚を希望する方の多様

なニーズに応じた出会い支援を目指して

います。  

 結婚を希望する方の出会いを応援する

ために、みえ出逢いサポートセンターを

設置し、相談支援を行うとともに、市町

や企業、団体による出会いイベントの情

報を発信しています。  

 また、結婚を希望する方同士のマッチ

ングをお手伝いするみえの縁むすび地域



 

サポーターを募集し、１対１の引き合わ

せに取り組んでいます。  

 インターネット型婚活サービスにつき

ましては、多様化する婚活の状況を踏ま

え、民間事業者と協定を結び、セミナー

などにより、成婚に向けて安心・安全か

つ効果的に婚活に取り組めるようサポー

トしています。  

 皆さまにご提案いただいたメタバース

婚活につきましては、現在、三重県での

取り組みはありませんが、県当局では、

今後も一人一人に寄り添った効果的な出

会い支援の事例研究を進めていきたいと

の意向を示しています。  

 恋愛や結婚、子どもを持つことは、社

会経済的要因と密接に結びついており、

経済的に不安定で結婚を希望しているの

にできない若者の増加が未婚率の増加に

つながっていると考えられています。皆

さまにご提案いただいたメタバース婚活

につきましては、今後開催される委員会

にて各委員に紹介したいと思います。  

 また、本委員会としましては、交際、

結婚相手との出会い方の変化について調

査するだけでなく、結婚を希望している

のにできない人が増加している問題につ

いてしっかりと調査し、議論を深めてい

きたいと考えています。  

 

○四日市高等学校  

ご丁寧な答弁をありがとうございまし

た。私たちが提案したメタバースのよう

な新しい結婚支援のシステムが始まるこ

とを期待しています。  

 以上で質問を終わります。ありがとう

ございました。（拍手）  

 

伊  勢  高  等  学  校  

〇議長（今西斗真）  

伊勢高等学校、 35 番、安西新奈議員、

36 番、小林歩叶議員。  

 

〇伊勢高等学校  

 伊勢高等学校です。よろしくお願いし

ます。  

 世界では、１分間に東京ドーム二つ分

の森林が消えていることをご存じですか。

この主な原因は焼き畑農業にあります。

森林の破壊は、野生動物の絶滅や地球温

暖化につながります。一方で、森林を保

全することは、土砂崩れを防いだり、洪

水や水不足を防いだり、海洋環境を豊か

にしたり、二酸化炭素吸収率を上げたり

と、さまざまなメリットがあります。健

全な森林を育むには森林の効果的な活用

が必要です。  

 そこで、私たちは三重県の森林の活用

状況に興味を抱きました。三重県は、県

土面積の 64％を森林が占めており、その



 

うち約 82％が私有林です。三重の森林づ

くり実施状況報告書令和４年度版による

と、累計の公益的機能増進森林整備面積

の令和４年度実績は 7,518 ヘクタールと

なり、同年度目標値である 7,700 ヘクタ

ールには達しませんでした。まだ整備さ

れていない森林があることから、このよ

うな森林の効能を最大限に活用できてい

ません。  

 そこで、県が行っている取り組みにつ

いて調べました。三重県には、木づかい

条例というものがあります。木づかい条

例の「き」という漢字は、木材の「木」

という漢字が使用されています。木づか

い条例は、県産の木材利用を推進し、消

費地から近い地域で木材を利用するなど

の理念があります。実際には、令和４年

度に県が整備する公共建築物における木

材利用について、木質化施設率などの目

標を 100％達成しています。さらには、木

づかい宣言において、県と連帯して県産

材の使用に取り組む企業を募集し、その

数は令和６年６月時点で 48にも上ります。 

 このように、三重県の森林に対しては

さまざまな取り組みが行われており、公

共事業や企業では、県産材の使用が実施

されています。  

 しかし、県民向けに、みえの木製品コ

ンテストが実施されていますが、 2023 年

での応募数は 36作品だけでした。よって、

県民の森林に対する意識はまだまだ不足

しているものと思います。  

 そこで質問です。県民の森林に対する

意識の底上げとしてどのような取り組み

を行っていますか。県民一人一人が森林

を大切に思い、その将来を考えるように

なるためには、森林を身近に感じ、興味

を持つことが必要だと思います。  

 私たちからは、三つのことを提案させ

ていただきます。  

 一つ目は、フォレストユーズコンテス

トです。森を身近に感じるには、実際に

森に行ってみて森について知ることが重

要だと考えます。県民が森について知る

ために必要なことはきっかけだと思いま

す。少しでも森の効能について知れば、

そこから興味を持つ人は多いと思います。 

 コンテストの対象者は、大人から子ど

もまで幅広く設定し、木の葉や木の実な

どを使って一つの作品を作り上げてもら

います。材料は自然由来のものだけとし

ます。木の葉や木の実の種類、採取した

場所を記載をしてもらいます。それらの

材料を集めるために森に実際に足を運ぶ

ことになり、木の葉や木の実について調

べることで森について知るきっかけにな

ります。そこから発展して、木の実の生

態やそれを食べる動物などを調べてみて

もよいかもしれません。  

 二つ目の提案は、県産木材を使用した

工作キットをより有効的に活用すること

です。  

 森林に対する意識を高める中で課題ば

かりが目に見え、森林にマイナスなイメ

ージばかりになってしまうと、森林に対

する取り組みに前向きになれないと思い



 

ます。工作キットを通して木材を使うこ

との心地よさや楽しさを知ってもらうこ

とが狙いです。学校の授業や夏休みの自

由工作などに使ってもらうことで、幼少

期から森林に親しみやすくなると思いま

す。キットとともに三重県の森林の現状

や、それに対する県の取り組みなどを記

載し、そこから三重の森林へとつなげる

こともできると思います。  

 三重県の県産木材を使用した工作キッ

トは、既にさまざまな森林組合が制作し

ており、それを三重県は一覧にしてパン

フレットに掲載していますが、より充実

させる必要があります。電話ではなく、

ウェブ上で注文ができるとより便利だと

思います。もう少し子ども向けの工作キ

ットがあったらよいと思います。幼稚園

や小学校などにパンフレットを配っても

いいと思います。  

 三つ目の提案は、登山ウェアを貸し出

すことです。登山をしてもらうことが、

森に興味を持ってもらうことのきっかけ

の一つになると思います。しかし、いざ

登山しようと思っても登山ウェアがない

と危険なので、買わないといけません。

登山ウェアを買うとなると高額な買い物

となり、登山をすることを諦めてしまう

と思います。例えば、海での水上アクテ

ィビティーは、実施するところの近くで

必要な一式を貸し出しているので、気軽

に始めやすいので多くの人に人気がある

と思います。そこで、これをまねし、登

山するところの近くで登山ウェアを貸し

出しすることで、登山ウェアを買う手間

が省けるので手軽に登山を始めることが

でき、森に興味を持ってもらえると思い

ます。  

 以上の私たちの提案をさせていただい

たものをご参考にご意見をお聞かせくだ

さい。  

 

○環境生活農林水産常任委員長（廣耕太郎） 

 

伊勢高等学校の皆さまにおかれまして

は、三重県の森林の状況や、県の取り組

みについてよく調査をしていただき、質

問や提案をいただきましたので、本当に

ありがとうございました。  

 ご発言いただきましたとおり、健全な

森林を育むには森林の効果的な活用が必

要で、三重県議会としても重要視をして

いるところでございます。  

 三重県の森林は、先ほどありましたよ

うに、約６割が人工林であり、人の手で

適切に手入れを行うことで良質な木材が

生産されるとともに、森林の土砂崩れの

防止や二酸化炭素の吸収といった公益的

機能が持続的に発揮されております。  

 私たちの暮らしをさまざまな面から支



 

えてくれる森林を守るためには、木を植

える、育てる、収穫する、そしてまた植

えるというような緑の循環を維持してい

くことが大切だと思っております。この

緑の循環を維持していくためには、ご発

言いただいたとおり、県全体で積極的に

県産材を利用して、そして、県民の皆さ

まの森林や木材利用に対する意識を醸成

し、日常生活での木づかいや森林づくり

への参加を促進することが大切であると

考えております。  

 県では、森林や木材利用に対する意識

の醸成につながるさまざまな取り組みを

行っておりますが、ここで二つ紹介をさ

せていただきます。  

 まず、一つ目は、木づかいの推進です。  

 県では、県民の皆さまが県産材のよさ

や木材を利用することの意義についての

理解を深め、住宅や身の回りの生活用品

など、さまざまな場面で県産材の利用を

進めるための取り組みを行っております。

具体的には、県産材を目に見える形で活

用した魅力的な建築物を募集し表彰する、

みえの木建築コンクールの開催、そして、

木づかい宣言事業者と連携した木製品の

ＰＲなどに取り組んでおります。  

 二つ目の取り組みは、みえ森林教育で

ございます。  

 県では、大人から子どもまで、三重県

で暮らす誰もが森林や木、木材に親しみ、

自ら考え、判断して行動できる人に育つ

ことを促すため、学校等における森林教

育の推進などを行っております。  

 具体的には、幼稚園や小学校における

森林や木材に関する出前授業、そして、

森林教育に取り組もうとする保育所や幼

稚園への専門家のアドバイザーの派遣な

どに取り組んでおります。  

 次に、今回、ご提案をいただいたこと

について、まず一つ目ですが、森林を身

近に感じるために、実際に森に行って森

について知るということはとても効果的

なことだと思っております。県では、み

えの森フォトコンテストという、三重の

森林をテーマにした写真コンテストを開

催し、写真の撮影を通じて森林や木に親

しみ、その大切さを知っていただく取り

組みを行っております。  

 二つ目についてですが、工作キットな

どを活用して、木材を使うことの心地よ

さや楽しさを知ってもらうことは、県産

材の利用を促進する上で有効だと考えて

おります。県では、森林や木について身

近に感じ、楽しく学んでもらうよう、小

学校や大型商業施設等において木工の体

験等を行っております。議会としても、

木製品のパンフレット等を活用した県産

材のＰＲの充実など、さらなる森林や木

に対する意識の醸成につながるよう働き

かけていきたいと考えております。  

 三つ目に登山。登山のウェアの貸し出

しというアイデアをいただきまして、あ

りがとうございます。登山は、木に触れ、

森林を身近に感じることができる手段の

一つであります。そういった体験が森林

への関心を高めるきっかけになると考え



 

ております。  

 今回、森林の有効活用に関するご質問

とご提案をいただき、森林の重要性や県

民の皆さんの森林や木材利用に対する意

識の醸成の必要性を改めて認識したとこ

ろでございます。議会としましても、三

重県の森林が守られるようしっかりと調

査し、議論を行っていく次第でございま

す。  

 以上です。ありがとうございます。  

 

○伊勢高等学校  

答弁ありがとうございました。おっし

ゃっていただいたご意見を基に、校内で

森林に関する興味を持ってもらえるよう

に伝えていきたいです。  

 以上で質問を終わります。ありがとう

ございました。（拍手）  

 

 

〇議長（今西斗真）  

以上で本日の日程は終了いたします。

これをもって、みえ高校生県議会を閉会

いたします。  

 

〇三重県議会副議長（小林正人）  

今西議長、ありがとうございました。

しばらく自席でお待ちください。  

高校生議員の皆さん、大変お疲れさま

でした。ここで、竹内環境生活部長より

感想をいただきます。  

 

 

     環境生活部長の感想       

 

〇環境生活部長（竹内康雄）  

三重県環境生活部長の竹内でございま

す。高校生議員の皆さん、長時間にわた

り大変お疲れさまでございました。  

本日は、11 校の公立・私立高校から 34

名の方に参加いただいて、各校からそれ

ぞれご質問やご提案をいただきました。

それぞれ聞かせていただいていまして、

いずれも県にとって重要な課題であるな

と考えております。皆さんの身近な教育、

学習環境をよくしたいであるとか、防災

や過疎化など地域の課題を解決したい、

あるいは食文化や観光など地域の魅力を

高めたいなど、そうした皆さんの質問か

ら熱い思いが伝わってまいりました。  

本日を迎えるに当たりましては、デー

タ、資料の収集やその分析、課題を考察

されたり、質問の作成など、皆さん、議

論を重ねながらさまざまな準備を行われ

たんだと思います。大変なご苦労があっ

たというふうに思っております。  

また、本日、他校の質問や提案、答弁

をお聞きになる中で、ご自身とは違う考

えに触れ、気づきを得ることもあったか



 

と思います。ぜひ今回の経験を今後の学

生生活や将来の社会人になったときに生

かしていただいて、皆さんがより一層活

躍されることを期待しております。  

本日は、高校生の皆さんの熱意や意欲、

意識の高さに触れることができまして、

私自身も大変貴重な経験、大きな気づき

を得ることができました。皆さんにおか

れましても、実際にこうして議会活動を

リアルに体験していただく中で、三重県

が取り組むさまざまな施策に触れ、関心

を高めていただけたのではないかなとい

うふうに感じております。  

今回のみえ高校生県議会の参加を契機

に、それぞれの地域の課題や三重県の将

来に対してさらに関心を持っていただき、

よりよい社会を皆さんと一緒につくって

いければと思っております。本日は本当

にお疲れさまでした。ありがとうござい

ました。  

 

〇三重県議会副議長（小林正人）  

ありがとうございました。次に、福永

教育長より感想をいただきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      教育長の感想        

 

〇教育長（福永和伸）  

まずは、高校生議員の皆さん、大変お

疲れさまでした。大変幅広い分野からの

質問になっておりましたけれども、総じ

て素晴らしかったと思っています。  

その素晴らしさの度合いには確かに濃

淡はあるんですけれども、皆さん、日頃

の実体験とか日頃の気づきに基づいて大

変鋭い切り込みを入れられていたという

ふうに思いました。  

私、教育分野の責任者なんですけれど

も、今日はかなりやられたなという印象

が強くて、本日、私が答弁求められなく

てよかったなというふうに思っておりま

して、これからの県議会が怖いなと思っ

ております。  

素晴らしかった点、幾つか気のついた

点を申し上げますと、まず、事実に基づ

いた議論がしっかり行われていたなと思

います。しっかりと情報データを収集さ

れて、例えばアンケートを取るとかそう

いうことをされて、分析して質問につな

げてみえました。これ多分、今、高等学

校で本格的に取り組んでいる探究学習の

成果が出ているのかなというふうにも思



 

いました。課題の設定、そして情報の収

集、そして分析、そしてまとめるという、

この探究学習のプロセスが非常に生きて

いるのかなというふうに思いましたので、

教育に携わる者としては非常にうれしく

感じた次第です。  

それから、過半数の学校が、単に質問

するだけじゃなくて、提案につなげてい

たという点、感銘を受けました。県内の

観光地などをゲーム感覚で回る企画です

とか、メタバースを使った婚活など、若

者らしい発想の提案から、バス運転士の

確保、医師不足への対応、バリアフリー

対策のような大人顔負けの提案など、そ

れぞれの提案の質も高かったように思い

ます。  

このように、課題に気づくだけでなく、

解決策も考えていくというのは、これか

らの社会の中で一層強く求められてくる

ことになると思います。このような課題

解決型の思考をこれからも一層磨き上げ

ていっていただければと思います。  

あと、これは違う角度からの感想にな

るんですけれども、皆さんの言葉の端々

に、高校生ならではの視点に私もどきっ

とさせられる点が幾つかありました。ち

ょっと申し上げますと、例えば、「私たち

生徒はもっと学びを深めたい、先生にも

っと質問したいと思っていても、多忙な

教師の姿を見て言い出しづらい」という

フレーズがありました。そうですか。教

員の多忙化は生徒の皆さんにそんな心配

をかけているんだなというのを今日改め

て知りました。これは、先生方とも共有

していきたいと思います。  

それから、「高いお金をかけて買ったク

ロームブックが学習に使いづらい、本来

ならノートやプリントのほうが学習しや

すい内容も端末で行うことでかえって学

習しにくく効率が悪い。」そうですか。学

校からもらう報告とはちょっと差がある

気もするんですけれども、何か今後に向

けて変えられる部分があるのか、私ども

もよく話し合ってみたいと思います。  

あと、このほか、海への体験度を調査

したところ、三重県は全国最下位という

話もありました。そんなデータがあるこ

とを初めて知りました。気づかされまし

た。それから、出生率を上げるには婚姻

率を上げることが重要だと感じた。これ

も高校生の皆さんからこんな言葉を聞く

と、はっとさせられます。それから、県

の政策が若い世代に浸透していないとい

う厳しい言葉もいただきました。これに

関しては、私ども、ただただ反省するば

かりです。  

全てに触れることは時間がなくてでき

ませんけれども、皆さんのみずみずしい

感性は、私たち大人に多くの示唆を与え

ていただくことになると思っています。

皆さんが発した言葉の意味をしっかりと

受け止めて、今後に少しでも生かしてい

きたいというふうに思っています。  

冒頭、知事のほうからもお話ありまし

たけれども、今、若者の政治参画意識と

いうのはちょっとまだ低いという部分が



 

ございます。今日、ここに参加していた

だいた皆さんは、そのあたり、かなり高

い皆さんでいらっしゃると思うんですけ

れども、今日のこの機会を契機に一段と

高めていただいて、周りの方々も巻き込

んでいただいて、若者の政治参画の向上

につなげていただきたいと、そういうこ

とを期待しています。これからの三重県

の未来を共につくっていきましょう。  

最後になりますけれども、ここまで指

導いただいた先生方、そして今日、傍聴

席で温かく見守っていただいている方々、

そして、高校生にこのような機会を与え

ていただいた県議会の皆さまに深く感謝

を申し上げて、私からの感想とさせてい

ただきます。高校生議員の皆さん、本当

にお疲れさまでした。  

 

      副議長あいさつ        

 

〇三重県議会副議長（小林正人）  

教育長、ありがとうございました。最

後に、私からご挨拶を申し上げます。  

高校生議員の皆さん、本日は大変お疲

れさまでございました。そして、ありが

とうございました。みえ高校生県議会は

いかがだったでしょうか。三重県議会の

議場で質問するのは初めての経験で、と

ても緊張されたと思いますが、皆さんの

思いは我々議員だけでなく、聞いていた

方全員に確実に伝わったと思います。そ

して、皆さんの問題意識の高さや質問を

ブラッシュアップさせ、説得力ある質問、

提案をしていただいたことに大変驚き、

感心いたしました。熱心に取り組んでい

ただき、本当にありがとうございました。 

本日いただきました質問、提案は、今

後の議会での議論に大いに活用させてい

ただき、しっかりつなげていきたいと思

っております。  

 また、高校生議員の皆さんにおかれて

は、この経験を通じて学んだこと、県議

会や県政に対する関心をより一層高めて

いただければ大変うれしく思います。  

最後になりますが、高校生議員の皆さ

ん、ご尽力いただいた先生方、関係者の

皆さま方、傍聴の皆さん、本日は誠にあ

りがとうございました。  

以上をもちまして、みえ高校生県議会

を終了いたします。本日はありがとうご

ざいました。  

 

〔午後３時５５分  閉会〕  

 


